
 2014年度資格課程委員会　自己点検・評価報告書

第１章　理念・目的

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関等の理念・目的は適切に設定されているか

（２）付属機関等の理念・目的が，教職員及び学生に周知され社会に公表しているか
a ◎公的な刊行物，ホームページ等に

よって，教職員・学生，受験生を含む
社会一般に対して，当該大学・学部・
研究科の理念・目的を周知・公表して
いること　　　　　　　　　　【約１５０字】

資格課程の『資格課程案内』【1-29-1】において，資格課程の教育
理念・目的を発信している。また，『資格課程紹介パンフレット』
【1-29-2】を作成し，各課程の特色，免許・資格取得の意義，進路
に関する情報提供を開始している。

1-29-1『資格課程案
内』2014年度
1-29-2『資格課程パン
フレット』

（３）付属機関等の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか
a ●理念・目的の適切性を検証するに

当たり，責任主体・組織，権限，手続
きを明確にしているか。また，その検
証プロセスを適切に機能させている
か。
　　　　　　　　　　　　　　【約３００字】

各課程の教育内容に関わる根拠法の改正等，教育系専門職養成を取
り巻く社会的環境に留意しながら，五課程会議及び主任会議におい
て，資格課程の教育理念・目的について常時検討を加えている。定
期的に開催される資格課程委員会の年度初めの会において，委員会
規程を配布し，委員会の理念・目的を確認している【1-29-3】。

1-29-3　明治大学資格
課程委員会規程

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価

a ◎高等教育機関として大学が追及す
べき目的（建学の精神，教育理念，
使命）を踏まえて，当該付属機関・委
員会の理念・目的を設定しているこ
と。
　　　　　　　　　　　　　　【約５００字】

＜教職課程＞
本学の教職課程は，戦後改革の柱の一つである「開放制」教員養成シ
ステムとして創設された。「開放制」教員養成システムとは，師範学
校を中心とする戦前の「閉鎖制」教員養成システムに代わるものであ
り，広い教養と深い学問的な素養を持つとともに，型にはまらず豊か
な人間性と個性を持った教師を，大学教育を通じて養成するものであ
り，「開放制教師養成の原点に立ち，豊かな個性と力量をもった教師
を養成すること」を目標としている【1-29-1】。
＜社会教育主事課程＞
社会教育主事は，社会教育法により「社会教育を行なう者に専門的技
術的助言と指導を与える」教育の専門職と規定され，都道府県及び市
町村の教育委員会に配属される。社会教育主事の養成については文部
科学省令「社会教育主事講習等規程」に科目と単位が定められてお
り，本学では同省令に基づいて社会教育主事任用資格のためのカリ
キュラムが組まれている。近年では，こうした社会教育主事の行政職
としての役割に加え，学習支援者としての力量が注目されており，本
学も職員養成の課題として取り組む。
【学芸員養成課程】
学芸員とは，博物館の専門職員として博物館における調査研究・収集
保存，展示教育の専門的事項に当たる者であるが，近年では，これら
に加えて博物館の事業運営に関する経営的能力も求められている。学
芸員養成課程は，学部等で学んだ専門を生かし，上記の仕事に従事す
る能力・技術と資質を持った学生を育てることが目標である。
学芸員資格取得を目指す学生が，博物館の社会的意義やその必要性等
を学んで，博物館の知識理解を深めるのみならず，専門的職員たる学
芸員としての仕事に必要な基本的な知識や技術を体得できるようにす
ることを目指している。博物館理解者・博物館支援者養成としての
「大学における学芸員養成課程」ではなく，本課程履修者にはそれを
乗り越えたところの，本来必要な専門的な知識・技術を身に付けた
「学芸員」になってもらうことを目標としている。
＜司書課程＞
司書課程は，図書館法で定められた，司書を養成する課程であり，そ
の目的は，司書として必要な知識・技能を獲得した人材の養成であ
る。司書課程による司書養成の特徴として，学部等で学んだ専門知識
を生かし，図書館で司書として，資料を選択・収集，組織，蓄積し，
一般市民の利用者の情報資料への要求に応えることに従事する専門知
識とスキルを持った人材を養成することにある。
＜司書教諭課程＞
司書教諭課程は，学校図書館法で定められた，司書教諭を養成する課
程であり，その目的は，学校図書館の専門的職務を掌る司書教諭とし
て必要な知識・技能を獲得した人材の養成である。司書教諭課程の特
徴は，各専門教科で学んだ専門知識を生かし，学校図書館で司書教諭
として，図書館資料の選択・収集，組織化及び生徒または教員の利用
に供することに従事するための専門知識とスキルを持った教師を育成
することにある。

【学芸員養成課程】
学芸員にはますます高度
な専門性が要求されるよ
うになってきており、現
実の問題として学部段階
での養成には限界があ
る。大学院修士課程にお
ける養成の本格化が望ま
れ、国による博物館法ほ
かの抜本改正による学芸
員養成の改革を求めてい
るが、現状では実現して
いない。

発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「改善を要する点」に対する発展計画「効果が上がってい
る点」

に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

1-29-1『資格課程案内』
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（Ⅰ-２）理念・目的に基づいた特色ある取り組み
＜教職課程＞
教職課程における教員
養成段階の教育を長期
の教職キャリアを見通
したものとする必要が
ある。また，学校教育
が担うべき諸課題が複
雑・多様化しているこ
とから，教員に求めら
れる専門性の高度化が
求められており，学士
課程教育のレベルを想
定した前述の教師とし
て必要な専門的力量を
自覚的に鍛えるための
カリキュラムだけで
は，これに対応するこ
とができない。教員採
用及びその後を視野に
入れたカリキュラムを
再構成していく。

＜社会教育主事課程＞
学習支援者としての力
量形成ということにつ
いては，社会教育主事
としての就職がほとん
ど見込めない一方で，
学習支援に関する職は
自治体・ＮＰＯ等で広
範に求められており，
また学生のキャリアパ
スとしても様々な分野
で学習支援にかかわる
ことが想定される。こ
うした現状にあって，
実践と省察を往還する
カリキュラムと、組織
的なプロジェクトを遂
行していく経験が、学
生の就業力の養成につ
ながっている。

資格課程は全学部・大学院の学生の受講を認める開放制を採用し，
専門知識を有した教育系専門職養成を展開している。この開放制
は，今日の教育系専門職に求められる高度な専門知識を備えた人材
養成システムとして適切であり，本学の教育系専門職養成の大きな
特徴といえる。
＜教職課程＞
理念を具体化しながら教師としての十分な力量を形成しうるカリ
キュラムを検討し，『資格課程案内』に教師として必要な専門的力
量を自覚的に鍛えるためのカリキュラムとして示し，実施してき
た。2012年度から教職課程専門部会を設置し，重要課題に全学的に
取り組めるよう改善した。教職へのキャリア支援として，採用試験
準備講座を充実させている。2013年度から始められた「教職実践演
習」において，教職への意識の向上に取り組んでいる。
＜社会教育主事課程＞
本学のカリキュラムは「社会教育主事講習等規程」にもとづいて編
成されているが，とくに本学の特色ある取り組みとして，社会教育
実習・社会教育課題研究など，実習やプロジェクト型の授業をカリ
キュラムの軸として，そこでの学生の経験が，講義形式の学びで意
味づけられるような，実践と省察を往還する学びをめざしている点
を挙げることができる。社会教育実習は省令改正による科目新設直
後から23年に及ぶ取り組みがあり，学会等で報告を求められてい
る。また川崎市の小学生を生田校舎に招いて学生とともに1年間の
プロジェクトに取り組む「登戸探求プロジェクト」は，学生の実践
力養成と大学の地域貢献として継続しつつある。

＜教職課程＞
「明治大学教育会」及
び2009年度よりリバ
ティアカデミーで実施
されている「教員免許
状更新講習」と教職課
程教育との間に有機的
な関連をもたせ，個性
豊かな現職ＯＢ・ＯＧ
教員の存在を生かした
学生教育の改善を行う
と同時に，ＯＢ・ＯＧ
教員の継続的な力量向
上に対して教職課程と
して貢献する。また，
専門性の高度化に対応
するため，大学院レベ
ルの教員養成教育の組
織のあり方について，
文学部で検討される教
育系新学科や，教員養
成専門職大学院設置の
議論との関係で検討す
る。
＜社会教育主事課程＞
首都圏の複数の大学間
連携により，東京ラウ
ンドテーブルという取
り組みがあり，全国の
交流の拠点として，継
続して本学を会場とす
ることが求められてい
る。また，社会教育職
員の養成大学の連絡会
である全国社会教育職
員養成研究連絡協議会
（社養協）事務局も本
学にあり，大学間連携
の拠点としての役割も
担う。

＜教職課程＞
社会状況や子どもと学
校現場をめぐる状況の
変化を背景にして，養
成段階で身につけるべ
き教養や専門性の内実
について研究室会議に
おいてさらに具体的に
深く検証，検討する。
2008年度に設立された
「明治大学教育会」
を，教職課程履修学生
とＯＢ・ＯＧ教育関係
者が相互交流し，学生
が自らのキャリアの将
来像を描けるようにな
る場として活用する。
教員採用試験準備講座
の充実を図る。

＜社会教育主事課程＞
実践と省察を往還する
学びのカリキュラムの
ために，課程履修開始
年次，実習の履修開始
年次を，ともに引き下
げ、学生が早くから現
場に出ることができる
ようになった。また登
戸探求プロジェクトは
2015年度から「社会教
育演習」という科目と
して設置、カリキュラ
ムの中に位置づけなお
した。
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＜学芸員養成課程＞
大学博物館を実質的な教育訓練の場として機能できるよう，学芸員
養成課程実習室を大学博物館フロアに設置し，大学博物館の学芸員
の協力も得て博物館実習の充実を図っている。実習生の参加も得て
大学博物館と共同しての企画展の開催も実施している。
また，大学の地域連携プログラムの一つである長野県長和町との協
定事業の一環として，同町の黒耀石体験ミュージアム他での博物館
実習を2005年度より実施している。この実習は長和町の歴史文化遺
産の整理と活用を，町の教育委員会と共同して進めるもので，大学
の社会連携事業として意味あるものであり，実習に参加する学生に
は博物館と地域の関係のあり方について考えさせるよい機会となっ
ている。

＜学芸員養成課程＞
博物館の専門職員の養
成は，その専門的学識
に関しては学部での専
門教育にゆだねなけれ
ばならないが，学芸員
として必要な博物館に
関する専門性や必要と
される技術を学ぶこと
ができるよう，特に実
習を中心にさらなる工
夫を重ねる。昨今の博
物館における採用状況
は大学院修了者中心に
シフトしていることか
ら，より高度な専門性
を持った資格取得者の
養成を目標に加える。
大学院レベルでの高度
な専門職養成を展望す
るには，大学院文学研
究科臨床人間学専攻臨
床社会学専修臨床教育
学コースの博物館学分
野を強化することが必
要である。英国レス
ター大学との協定締結
を進めているが、博物
館学分野での教育研究
の交流を実現する。
一方で学部レベルで
は，日本の博物館事情
に対応した特色をもっ
た学芸員養成のあり方
を検討しなければなら
ない。特に公立博物館
の多い日本では，学芸
員に行政的なマネジメ
ント能力も求められて
いるため，その需要に
対応することが求めら
れており，この点の教
育の充実を検討する必
要がある。
高度な専門性をもった
学芸員養成を目指すに
は一層のカリキュラム
の充実を図る必要があ
り，このためには教員
増が必要と考えられ
る。また，卒業生を含
めた「明治大学博物館
学研究会」を活性化
し，博物館学研究及び
実践的技術の開発等を
進める。

＜学芸員養成課程＞
実習室の機器・備品，
実習機材の充実を図
る。

＜学芸員養成課程＞
博物館学芸員の採用状
況の長期にわたる低迷
が学生の意欲をそいで
いることが大きな問題
である。また，志望動
機の薄弱な学生を除外
することが原理的に不
可能なため，職業教育
として求められる専門
的な教育訓練の高度化
が図りにくいことにも
問題がある。
2012年度に行われた神
奈川大学21世紀ＣＯＥ
プログラム『高度専門
職学芸員の養成－大学
院における養成プログ
ラム』では，結論とし
て大学院でなければ高
度な学芸員養成は行え
ないとするが，今回の
法改正でも従来どおり
学部での養成が基本と
なった。したがって，
学部レベルにおける職
業教育としての専門性
の高度化を追求するこ
とには，著しい困難が
あるままとなった。
法改正後のカリキュラ
ムでも，専門分野毎に
各専門分野に密着した
講義を組むことには困
難があることから，当
面の検討課題は「博物
館資料論」を専門分野
別に編成しなおすこと
である。デスクトップ
ＰＣあるいはノートパ
ソコンを使ったドキュ
メンテーション(資料
台帳)の模擬実習の充
実を図りたい。
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＜司書課程＞＜司書教諭課程＞
司書課程・司書教諭課程では，図書館情報学関連の資料を集め，受
講生に学びの場を提供する課程室を設置し，受講生への個別の学習
支援，就職情報提供等を通じて，個々の学生のキャリア形成支援に
あたっている。さらに，大学ならびに大学図書館の理解と支援のも
とに演習科目(必修)である情報サービス演習科目において，外部の
書誌データベース等を導入した授業を実現し，受講生の情報検索ス
キルの修得の充実を図っている。また，明治大学図書館情報学研究
会が開催する例会・シンポジウムに受講生を参加させ，図書館の最
新の動向や技術を見聞する機会を提供し，より実践的な司書・司書
教諭養成にあたっている。

＜司書課程＞
法令科目は図書館情報
学の基礎的な内容を規
定したものにすぎない
ため，図書館現場で求
められているより高度
な実践的能力の育成を
目指した教育内容を構
築する。具体的には，
大学院文学研究科臨床
人間学専攻臨床社会学
専修臨床教育学コース
の図書館情報学分野を
強化することによっ
て，高度な図書館情報
専門職を養成してい
く。さらに，本学Ｏ
Ｂ・ＯＧの交流組織で
ある「明治大学図書館
情報学研究会」を活性
化し，実践的な技術を
習得し得る高度図書館
専門職のための研究会
プログラムの開発を進
める。
＜司書教諭課程＞
法令科目は学校図書館
学の基礎的な内容を規
定したものにすぎない
ため，学校図書館の現
場で求められているよ
り高度な実践的能力の
育成を目指した教育内
容を検討していく。具
体的には，上述した大
学院の臨床教育学コー
スの図書館情報学分野
において，高度な学校
図書館専門職の養成を
検討していく。さら
に，本学ＯＢ・ＯＧの
交流組織である「明治
大学図書館情報学研究
会」を活性化し，実践
的な技術を習得し得る
高度な学校図書館専門
職のための研究会プロ
グラムの開発を進め
る。

＜司書課程＞
＜司書教諭課程＞
2012年度より開始され
た新カリキュラムを踏
まえ，より高度な専門
職養成のための教育内
容を実現する。その一
環として明治大学図書
館情報学研究会主催に
よる例会・シンポジウ
ムを開催し，最先端の
図書館情報学の動向，
現場の図書館サービス
の実践を学習する機会
を課程受講生に提供す
る。

＜司書課程＞
知識基盤社会の高度化
にともない，図書館専
門職は，より高度な図
書館情報学に関する専
門知識をもつことが求
められているため，図
書館情報学に関する教
育研究組織の再構築が
今後の重要な課題であ
る。
＜司書教諭課程＞
学校教員には，知識基
盤社会を生きる力と問
題解決能力を備えた子
どもを社会に送り出す
こという使命が課され
ている。そのため，生
きる力と問題解決能力
に必須となる図書館活
用能力を育成できる教
員養成が必要となる。
以上のことから，学校
図書館学に関する研究
教育組織の再構築が今
後の重要な課題であ
る。
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第２章　教育研究組織

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関等の教育研究組織は，理念・目的に照らして適切なものであるか
・５つの課程の主任が
意見・情報を交換する
場として，主任会議を
設置している。主任会
議の機能を充実させ，
上位の意思決定機関で
ある５課程会議で審議
すべき事項に関して事
前に協議し，解決策等
を提案できるようにす
る。
・　五課程会議に関わ
る規程を整備する。

・本学における教育系
専門職養成のあり方に
ついて，現行の資格課
程による養成と同時
に，教育系専門職への
社会的要請を踏まえ，
より高度な教育系専門
職養成に向けた教育研
究体制の構築を進め
る。このためにも，同
時に学内的な各組織や
機構との関係の明確化
と責任ある体制整備が
必要である。

2-29-1 資格課程委員
会規程
2-29-2 教職課程専門
部会内規

a ①教育研究組織の設置状況は理念・目的
に照らし，適切であるか。学術の進展や社
会の要請と教育との適合性について配慮
したものであるか。

●教育研究組織は，当該大学の理念・目
的を実現するためにふさわしいものである
か。
　【約３００字】

①　教育研究組織の編制原理
資格課程には次の会議体がある。
(ア)　資格課程委員会【2-29-1】
教職課程，社会教育主事課程，学芸員養成課程，司書課程及び司書
教諭課程の充実・改善を図り，全学的運営を円滑にすることを目的
とし，学長の下に置かれている委員会。次に掲げる委員をもって組
織されている。
　教務部長，副教務部長，資格課程の専任教員，資格課程の関係科
目を担当する専任教員若干名，各学部教授会及び大学院委員会から
推薦された専任教員各1名
(イ)　五課程会議
教職課程，学芸員養成課程，社会教育主事課程，司書課程及び司書
教諭課程の専任教員により構成される会議。資格課程に係る事項に
つき審議・情報交換等を行う。
(ウ)　主任会議
五課程の主任から構成される会議であり，資格課程全体に関わる事
項について審議・情報交換を行なう。この会議で五つの課程が共同
で取り組むべき事項についての検討と，課程相互間の調整を行い，
上位組織である五課程会議での審議に付す。
(エ)　研究室会議
課程ごとに行う会議。当該課程に係る事項につき，審議・情報交換
等を行う。
(オ)　 教職課程専門部会【2-29-2】
教職課程に関わる法令改正，文部科学省・教育委員会等関連機関か
らの要請等と関わって生ずる教職課程の運営及び教職指導に関する
全学的課題を検討，連絡及び調整を行う。
(カ)　教育実習指導教員会議
教育実習の指導教員により構成される会議。教育実習に係る事項に
つき，審議・情報交換等を行う。
②　理念・目的との適合性
資格課程を構成する各課程の課題と資格課程全体の共通課題を検討
し，意思決定を行うという目的を遂行するうえで，上記の研究室会
議をベースに資格課程委員会の設置は妥当である。
③　学術の進展や社会の要請との適合性
資格取得に関して，学位取得とは相対的に区別される専門性の明確
化とその質保証を求める社会からの要請との関係で，資格課程とし
ての諸課題の検討と意思決定を行う資格課程委員会の存在は，適合
性がある。

・大学の教育組織図に
資格課程の位置付は明
示されるようになった
が、各課程に関する教
務上の諸課題は文学部
から教務部委員会に提
出するわけではなく，
教務部長，資格課程委
員会を通じてのみ提出
できる形である。実際
の教育・研究における
責任の所在を考えれ
ば，関係する各組織や
機構との関係を明確に
したうえで責任ある体
制整備を進める必要が
ある。
・課程認定や再課程認
定，各学部教育との関
係や時間割編成上の問
題など，教務に関わる
諸問題に関して，課程
の教員が教務部委員会
には制度上全く参画し
ておらず，相互の理解
や調整が進めにくい状
態は早急に改善する必
要がある。
・　主任会議の設置に
より，５つの課程の意
向を調整する機会が得
られたことにより，５
課程の意思疎通が図ら
れるようになったが，
今後はさらにこの主任
会議の機能・役割を明
確にし，資格課程の運
営改善や将来構想の提
案ができるように機能
強化に努める必要があ
る。
・　５課程会議に関わ
る規程が未整備である
点。
・　ボトムアップのた
めの会議体が増え，教
員が所属する文学部の
諸会議体と合わせて，
主任，とりわけ五課程
会議議長の負担が重
い。

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目
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第３章　教員・教員組織

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関として求める教員像および教員組織の編制方針を明確に定めているか
a ●＜教員像と教員組織の編制方針＞

専門分野に関する能力，教育に対する
姿勢等，大学として求められる教員像を
明らかにしたうえで，当該付属機関の理
念・目的を実現するために，教員組織
の編制方針を定めているか。また，その
方針を教職員で共有しているか。
　　　　　　　【約４００字】

本課程の人材育成目標を達成するための教員像(人材育成や研究遂
行に必要な学識，教育研究業績，社会的活動実績等)は，学校教育
法第92条及び大学設置基準第4章に規定される教員の資格を踏まえ
つつ，「教育・研究に関する長期・中期計画書」に示した本課程を
担当する教員像や教員の資質・能力を備えた教員の採用を進める。
資格課程教員には，教育系専門職の社会的役割と重要性に鑑み，専
門領域における高度な研究教育能力を有すると同時に，学生の教
育・指導に熱意をもってあたり，教育系専門職に必須の深い人間理
解を備えた人材養成が可能な資質と能力が求められる。
各課程の受講者数，開講科目数を踏まえ，必要な専任教員数，兼任
講師数を定めている。退職教員の補充，増員等の要望の際には，教
員の年齢構成を十分に考慮しながら，人事計画の策定を進めてい
る。

b ◎＜組織的な連携体制と責任の所在
＞
組織的な教育を実施する上において必
要な役割分担，責任の所在を明確にし
ていること。
　　　　　　　【約３００字】

資格課程は文学部に所属する教員により構成されている。各課程の
専任教員数は下記のようになっている。また，司書課程，司書教諭
課程では，専任教員と兼任講師の専門分野の多様性を確保し，図書
館情報学に関する多様なニーズにこたえることができる体制にあ
る。

（２）付属機関等の教育課程に相応しい教員組織を整備しているか
教員の編制方針に沿った教員組織の整備

＜教職課程＞
兼任教員への依存率が
高い。専任教員の定年
に伴う教員の採用に
よって年齢構成・専門
領域のバランスのとれ
た教員集団とすべく力
を注ぐ必要がある。
＜学芸員養成課程＞学
芸員養成の高度化を図
るためには、豊かな現
場経験を持つ教員の参
画をより進める必要が
ある。
＜司書課程＞
＜司書教諭課程＞
対面授業に加えて，メ
ディア授業を展開し，
継続し，受講生の学習
支援を充実していくた
めには，現状の専任教
員体制をさらに強化し
ていく必要がある。ま
た，受講者数の増加に
ともない，演習科目担
当教員を増員する必要
がある。

＜教職課程＞
本課程所属教員は，関
連諸学会に積極的に参
加して，多くが役員に
選出されている。ま
た，日本学術振興会科
学研究費補助金等の研
究助成を受けての研究
も増加している。
＜社会教育主事課程＞
カリキュラムのコアと
しての社会教育実習を
専任2名のティーム
ティーチングで担当す
ることにより、実習先
との関係づくりや、学
生の実習経験のとらえ
直しについて、複眼的
な展開を可能にしてい
る。
＜学芸員養成課程＞
本学の学芸員養成のカ
リキュラムや実績は高
い評価を受けている。
専任教員2名は関連諸
学会に積極的に参加
し，役員に選出され，
また日本学術振興会科

Alt＋Enterで箇条書きに

・2013年度の中野キャ
ンパス開校に伴い，資
格課程には駿河台，和
泉，生田に中野を加え
た4キャンパスで学ぶ
学生を対象に開講して
いる。こうした状況に
対応するためには，専
任教員ならびに兼任講
師の増員，ｅラーニン
グを含む教育を展開す
るための教育支援職員
を含む教員組織体制の
構築が必要である。
・川崎市との連携に関
わって，学生の相談・
派遣に関して担当教員
をサポートする教育支
援職員(先行する日本
女子大学ではコーディ
ネーターを配置)が必
要である。
＜教職課程＞
演習形式の必修科目新
設に対応し，1年次か
ら4年次後期まで一貫
した教職指導が可能に
なるように，教職課程

　

3-29-1 2014年度五課
程の専任教員，兼担教
員，兼任教員数

　　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

①　編成方針に沿った教員組織の整備(法令必要数の充足，教員組
織の編成方針と実態の整合)
各課程において，根拠法令が求めているカリキュラムと担当教員数
を充足した教員組織を整備している。【3-29-1】
・教職課程　　　　　　　　9名(特任教授1名含む)
・社会教育主事課程　　　　2名
・学芸員養成課程　　　　　2名
・司書課程・司書教諭課程　3名
②　授業内容と担当教員の適合性を判断する仕組みの整備
資格課程が川崎市との連携協力を具体化するために，川崎市との窓
口となる担当教員をもうけている。

◎方針と教員組織の編制実態は整合性
がとれているか。
　　　　【６００～８００字】

a
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第３章　教員・教員組織

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

　　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

学研究費補助金等の研
究助成を受けている。
＜司書課程＞
＜司書教諭課程＞
本課程所属の専任教員
3名は，関連諸学会に
積極的に参加して，役
員に選出され，図書館
情報学の振興・発展に
大きく貢献している。
また，教科書執筆も行
なっており，教育にお
いて先導的な役割を果
たしている。さらに，
日本学術振興会科学研
究費補助金等の研究助
成も受けて研究を推進
している。

の専任教員・兼任講師
の増員等，スタッフの
充実が必要である。
キャンパスの開校に対
応する教員の充実が不
可欠。再課程認定が厳
しくなってきているの
で，担当科目に合った
業績のある教員の採用
が必要。
＜学芸員養成課程＞
新カリキュラム運用に
あたって，専門性に配
慮した兼任講師の採用
を行ったが，豊かな現
場経験をもつ兼任教員
の参加を進める。受講
生の動向によっては，
専任教員の増員を考え
る必要がある。
＜司書課程＞
＜司書教諭課程＞
　2009年度から，司書
課程・司書教諭課程で
は，メディア授業（e
ラーニング）を導入
し，学生の受講機会の
拡大を進めている。メ
ディア授業を今後も先
進的な教育方法として
展開するためには，メ
ディア授業を支援する
スタッフ（チューター
等）の安定的確保が喫
緊の課題である。現
在，スタッフの確保等
を外部機関（民間会
社）に依存している現
状は，継続的支援活動
の展開に支障が生じる
おそれがあるので，大
学内にメディア授業の
支援スタッフを擁する
部門組織の設置が強く
求められる。
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第３章　教員・教員組織

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

　　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（３）教員の募集・採用・昇格は適切に行われているか
a ●＜規定に沿った教員人事の実施＞

教員の募集・採用・昇格について，基準，手
続を明文化し，その適切性・透明性を担保
するよう，取り組んでいるか。
　　　　　　　　　【４００字】

本課程には教員は所属せず，文学部に所属することとなっている。
募集・任免・昇格については，文学部の定める教員の任用及び昇格
に関する基準と手続きに従って，研究業績，教育実績，経験年数等
を審査し，実施されている。

（４）教員の資質の向上を図るための方策を講じているか
教員の資質向上のための研修・諸活動（ＦＤ）の実施状況とその有効性

＜司書課程＞＜司書教諭
課程＞
専任教員のみならず，図
書館情報学分野の兼任教
員の研究成果を公開する
場として，『明治大学図
書館情報学研究会紀要』
を位置づけ，機能させて
いく。

ＦＤの一環として，先導
的な教育実践を行ってい
る他大学への訪問調査と
調査結果の検討会を行
う。

3-29-2『教職課程年報』
№37
3-29-3『社会教育主事課
程年報』№24
3-29-4『学芸員養成課程
年報』№30
3-29-5『学芸員養成課程
紀要』№26
3-29-6『司書課程・司書
教諭課程年報』№15
3-29-7『明治大学図書館
情報学研究会紀要』№6
3-29-8『明治大学教育会
紀要』№7

b ●教育研究，その他の諸活動（※）に関す
る教員の資質向上を図るための研修等を
恒常的かつ適切に行っているか。

（※）社会貢献，管理業務などを含む『教
員』の資質向上のための活動。『授業』の
改善を意図した取組みについては，「基準
４」（３）教育方法で評価します。
　　　　　　　　【６００～８００字】

①　教員の教育研究活動等の評価の実施
＜教職課程＞
『教職課程年報』【3-29-2】において研究論文を掲載する。各教員が
それぞれ所属する学会誌等に掲載した論文の抜き刷りや著書を相互に
配付し，研究業績を認知しあう。
＜社会教育主事課程＞
『社会教育主事課程年報』【3-29-3】において研究論文を掲載すると
ともに，社会教育実習に関する論文を掲載することで実習先や他大学
に教育実践を公開し，意見を求めている。
＜学芸員養成課程＞
　『学芸員養成課程年報』【3-29-4】及び『学芸員養成課程紀要』
【3-29-5】において，授業実践の紹介や研究論文を掲載し，広く意見
を求めている。
＜司書課程＞＜司書教諭課程＞
教員の教育活動の実績を，『司書・司書教諭課程年報』（資料3-29-
6）に記事としての発表を推奨している。
教員の研究活動の成果については，『明治大学図書館情報学研究会紀
要』【3-29-7】に論文として掲載し，明治大学の学術成果リポジトリ
への登録を通して，広く図書館界に研究成果を公開している。
②　ＦＤの実施状況と有効性
＜教職課程＞
『教職課程年報』，『明治大学教育会紀要』【3-29-8】などへ論文等
の掲載を促している。全学的な授業アンケートに参加する。
＜学芸員養成課程＞
　授業改善アンケートなどをもとに，授業改善に関する協議を随時
もっている。
＜社会教育主事課程＞
全国社会教育職員養成研究連絡協議会（社養協）で他大学の教員とカ

＜司書課程＞＜司書教諭
課程＞
教員の研究活動の成果の
一部として，『明治大学
図書館情報学研究会紀
要』に論文を掲載し，研
究成果を発信できた。

資格課程としてのＦＤの
具体的な方法等が設定さ
れていない。
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第３章　教員・教員組織

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

　　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

　　　　　　　　

　

　

　

　

リキュラム等について研究交流している。また、本課程専任教員が、
2014年度から福井大学履修証明プログラムに参加し、学習支援者の力
量形成のためのカリキュラム策定に向けた研修を受講している。
＜司書課程＞＜司書教諭課程＞
教員の研究発表，執筆論文等の業績を通して，当該教員の業績評価を
的確に行っている。また，全学的な授業アンケートに参加し，授業内
容の改善を図っている。
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第４章　教育内容・方法・成果   １.教育目標，学位授与方針，教育課程の編成・実施方針

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育目標に基づき学位授与方針を明示しているか。
a ◎理念・目的を踏まえ，課程修了にあ

たって修得しておくべき学習成果，その
達成のための諸要件（卒業要件・修了
要件）等を明確にした学位授与方針を
設定していること。
　　　　　　　　　　　　【約８００字】

　根拠法令に基づくカリキュラムで求めている教育目標，備えるべ
き知識・スキルが獲得されていることを厳正に評価し，免許・資格
の取得に必要な単位数を取得していることを審査のうえ，各課程の
修了認定を進める。
＜教職課程＞
関係法令の規程に従いながら，社会状況の変化や子どもと学校現場
の変化を分析し，豊かな個性と力量をもった教員が育つ教育課程を
編成・実施する。
＜社会教育主事課程＞
社会教育主事講習等規程の所要単位を修得した者が、基礎資格を取
得する。
＜学芸員養成課程＞
学芸員として基本的な知識・技術を修得することを目標とする。
＜司書課程＞
司書課程では，2012年度より図書館法施行規則に基づいた法定科目
を中心に新教育課程を編成しているが，明治大学の司書養成の特色
を打ち出すために，法定科目に加えて，特色ある授業科目の導入を
進めていく。
＜司書教諭課程＞
司書教諭課程では，学校図書館司書教諭講習規程に基づいた法定科
目を中心に教育課程を編成しているが，明治大学の司書教諭養成の
特色を打ち出すために，法定科目が規定する教育内容を拡大・充実
させていく。

（２）教育目標に基づき教育課程の編成・実施方針を明示しているか。
a ◎学生に期待する学習成果の達成を

可能とするために，教育内容，教育方
法などに関する基本的な考え方をまと
めた教育課程の編成・実施方針を設定
していること。
　　　　　　　　　　　　【約６００字】

① 教育目標・学位授与方針と整合性のある教育課程の編成・実施
方針の明示各免許・資格の根拠法令にもとづいて，各課程におい
て，教育課程を編成し，その実施方針を『資格課程案内』『資格課
程シラバス』等により，明示している。
② 科目区分・必修・選択,単位数等の明示
『資格課程案内』『資格課程シラバス』に明示している。

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目
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第４章　教育内容・方法・成果   １.教育目標，学位授与方針，教育課程の編成・実施方針

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

（３）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針が，大学構成員（教職員及び学生等）に周知され，社会に公表されているか
① 周知方法と有効性
年度当初のガイダンスにおいて，『資格課程案内』を配布し，当該
免許・資格の取得を希望する学生には広く周知を図っている。ま
た，資格課程のホームページ【4(1)29-1】を通して，周知の徹底を
図っている。
② 社会への公表方法
『大学案内』『資格課程案内』【4(1)-29-2】『資格課程シラバ
ス』【4(1)-29-3】・資格課程ホームページを通して行っている。
＜社会教育主事課程＞
『資格課程案内』『資格課程シラバス』と、その内容の大学ウェブ
サイトへの掲載により、学内外に公表している。さらに、カリキュ
ラム研究論文を社会教育主事課程年報に掲載し、大学・研究機関・
社会教育等の現場に送付している。

＜教職課程＞
毎年，卒業生から教員
を多数輩出している。
また，各学部と連携し
て教職課程の教育目標
を共有していく作業は
長年の懸案であった
が，教職課程専門部会
を設置し，この作業に
着手している。
＜学芸員養成課程＞
　『資格課程案内』や
資格課程のホームペー
ジにおいて教育課程や
教育目標を発信するこ
とにより，学内及び学
外の関係者への理解が
促進されている。ま
た，『学芸員養成課程
年報』に，毎年度の博
物館実習の詳細を掲載
していることにより，
本課程の取り組みが周
知され，高い評価を得
ている。
＜司書課程＞
＜司書教諭課程＞
『資格課程案内』，資
格課程のホームページ
及び明治大学図書館情
報学研究会ホームペー
ジによる教育課程や教
育目標を発信すること
により，学内のみなら
ず，学外の関係者から
も，当課程の教育課程
の理解が促進されてい
る。2012年度からは，
同研究会のFacebookを
開設し，当課程のより
詳細な教育活動の発信
を行っている。

＜教職課程＞
各学部との教育目標の
共有は，引き続き課題
として残っている。
＜学芸員養成課程＞
各学部，学科等と学芸
員養成の教育目標をめ
ぐる意見交換を進める
等，より連携した学芸
員養成を実現する取り
組みが必要である。
＜司書課程＞
＜司書教諭課程＞
　2012年度より開始さ
れた新教育課程を基礎
にしつつ，知識基盤社
会に求められている図
書館情報専門職として
必要な知識・スキルの
修得を目指した教育内
容の見直しを図る必要
がある。

＜課程全体＞
資格課程の教育目標や
教育課程について，新
入生を中心により広く
学生に周知するため
に，資格課程の教育内
容と資格取得のメリッ
トについてわかりやす
く説明したメディアと
して，『資格課程パン
フレット』【4(1)-29-
4】を作成している
が，さらに，採用試験
に関する情報等を充実
させ，学生に関心のあ
る就職関連情報の提供
を進める。
＜司書課程＞
＜司書教諭課程＞
資格課程ホームページ
上にある明治大学図書
館情報学研究会ホーム
ページ【4(1)-29-
5】，さらには
Facebook，メーリング
リスト等のＳＮＳの
ツールを通して，当課
程の取り組みや計画に
ついて，発信をより強
化する。

a ◎公的な刊行物，ホームページ等によっ
て，教職員・学生ならびに受験生を含む社
会一般に対して，学位授与方針，教育課
程の編成・実施方針を周知・公表している
こと。
　　　　　　　　　　　　【約１５０字】

　根拠法令が定める教
育課程に基づきつつ，
明治大学の教育系専門
職養成の特徴を明示し
た『資格課程案内』の
充実を図るとともに，
資格課程のホームペー
ジによる情報発信を強
化する。

4(1)-29-1　明治大学
資格課程ホームページ
（http://www.meiji.a
c.jp/shikaku/index.h
tml）
4(1)-29-2　2014年度
『資格課程案内』
4(1)-29-3　2014年度
『資格課程シラバス』
4(1)-29-4　『資格課
程パンフレット』
4(1)-29-5　明治大学
図書館情報学研究会
（http://www.kisc.me
iji.ac.jp/~shisyo/in
dex.html）

＜学芸員養成課程＞
　明治大学博物館学芸
員，学外博物館学芸員
との密接な連絡を取り
合い，博物館実習のさ
らなる充実を目指す。
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第４章　教育内容・方法・成果   １.教育目標，学位授与方針，教育課程の編成・実施方針

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

（４）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性について定期的に検証を行っているか
4(1)-29-6　『社会教育
主事課程年報』№24

＜社会教育主事課程＞
左記の社会教育主事資格
の教育に加えて、日本社
会教育学会では「学びあ
うコミュニティのコー
ディネーター」の力量形
成に、大学が役割を果た
すことを求めている。学
習支援者としての力量形
成を可能にするために、
学部段階の職員養成を実
践の省察を軸としたカリ
キュラムの構築と、現職
者の再教育に大学が役割
を果たすことが求められ
ている。学部と現職者の
学びを支えるカリキュラ
ム、「学びあうコミュニ
ティのコーディネー
ター」を生涯にわたり支
えていくシステムの展望
が求められている。

a ●教育目標，学位授与方針および教育課
程の編成・実施方針の適切性を検証する
にあたり，責任主体・組織，権限，手続を
明確にしているか。また，その検証プロセ
スを適切に機能させ，改善につなげている
か。
　　　　　　　　　　　　【約４００字】

＜教職課程＞
教職課程研究室会議において検証を行い，改善を行っている。

＜社会教育主事課程＞
教育課程の編成・実施の適切性は、その根拠となる教育活動の成果と
比較検証されなければならない。さらにその報告が関係の研究機関や
実践現場に届けられ、吟味される必要がある。本学の『社会教育主事
課程年報』【4(1)-29-6】では、毎年、学生の実習報告が掲載される
が、これと併せて教員による社会教育実習の授業を省察する論文を掲
載している。このとりくみは、時間をかけた教育実践の展開にそくし
てふり返りを公開し，学内はもとより，学外の社会教育職員・養成大
学・研究団体等の評価を得て，その後の本課程の教育活動の充実のた
めに活かしている。これは、ＰＤＣＡサイクルのような項目ごとに分
割された評価、あるいは数値とその達成のみに焦点化した評価ではな
く，学習者（学生）の学びの展開にそくした評価、年度を越えた教育
実践の省察であり、学会・他大学・実践現場に拓かれた評価を可能に
するものであると考える。
＜学芸員養成課程＞
　学芸員養成課程会議において定期的に検証を行っている。
＜司書課程＞＜司書教諭課程＞
随時開催する課程室会議において，定期的に検証を行い，改善を図っ
ている。

＜社会教育主事課程＞
実践の省察を軸としたカ
リキュラム編成と、その
ための履修開始年次の引
下げ等について、社会教
育主事養成大学の連絡組
織（社養協）や、日本社
会教育学会から、たびた
び報告を求められ、評価
されている。
＜学芸員養成課程＞
歴史・考古・美術のみな
らず自然史領域の専門性
にも対応した博物館資料
論を核としたカリキュラ
ム編成をとっている。

＜教職課程＞
教職課程における教員養
成段階の教育を長期の教
職キャリアを見通したも
のとする必要がある。ま
た，学校教育が担うべき
諸課題が複雑・多様化し
ていることから，教員に
求められる専門性の高度
化が求められており，学
士課程教育のレベルを想
定したカリキュラムだけ
では，これに対応するこ
とができない。教員採用
及びその後を視野に入れ
たカリキュラムを再構成
していく。
＜社会教育主事課程＞
現在，学部段階の養成と
して実践と省察を往還す
るカリキュラムを展開し
ているが，学会等におい
て，現場の社会教育職員
の研修においても，「大
学として役割を果たして
いくことが求められてい
る。
＜学芸員養成課程＞
先の法改正において学芸
員養成に関しては科目
増、単位増は実施された
が、大学院修士レベルで
の抜本的な養成の高度化
は実現しなかったことか
ら、職業教育としての専
門性の高度化を追求する
には，なお困難があるま
まとなった。法改正後の
カリキュラムでも，専門
分野毎に各専門分野に密
着した講義を組むことに
は困難があることから，
当面の課題は、既に着手
しているが「博物館資料
論」を専門分野別に編成
しなおすことである。
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第４章　教育内容・方法・成果   ２. 教育課程・教育内容

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育課程の編成・実施方針に基づき授業科目を開設し体系的に編成しているか
必要な授業科目の開設状況

b ◎幅広く深い教養及び総合的な判断力
を培い，豊かな人間性を涵養する教育
課程が編成されていること
　【２００字～４００字程度】

＜社会教育主事課程＞
大学教育全般における「教養」や「人間性の涵養」は、教育専門職
の養成を目的とする本課程においては、社会のあらゆる場面で人々
の学びを支える「学習支援者としての力量形成」という課題へと深
められる。本課程のカリキュラムは、実践とその省察を軸として編
成されており、コーディネーターとしての実践的な力量形成をめざ
している。

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

本章第1項「教育目標，学位授与方針，教育課程の編成方針」に示
したように，本学の理念・目的を達成するために，委員会では人材
養成目的(教育目標)を定め，この実現のために，資格修了・資格認
定に関する方針，教育課程の編成・実施方針を明示している(本章
第1項参照)。
この方針に沿って，大学設置基準第19条(教育課程の編成方針)，同
条2項(教養教育への配慮)，第20条(教育課程の編成方法)の規定を
踏まえ(大学院，専門職大学院にあっても各設置基準の当該条項を
踏まえ)，本課程の教育課程は構築されている。特に，各課程で
は，根拠法規程に基づく科目を，以下の目標のもとに，それぞれの
課程ごとに体系立てて配置したカリキュラムを構成する。
＜教職課程＞
教師として必要な専門的力量を自覚的に鍛えることを目標とする。
＜社会教育主事課程＞
「社会教育主事講習等規程」にもとづき、必修：生涯学習概論・社
会教育計画、選択必修：社会教育課題研究・社会教育実習・社会教
育演習、選択：社会教育特講Ⅰ～Ⅲの科目を配置している。
＜学芸員養成課程＞
学芸員として基本的な知識・技術を修得することが可能なカリキュ
ラムによる教育を目標とする。
＜司書課程＞
司書として，地域社会の人びとの課題解決に関する相談を受け，情
報資料の提供を通して課題解決を支援できる専門的知識と技能を備
えた人材の養成が可能なカリキュラムによる教育を目標とする。
＜司書教諭課程＞
司書教諭として，生徒の主体的な学習を支援し，また読書能力の育
成に寄与できる専門的知識と技能を備えた人材養成が可能なカリ
キュラムによる教育を目標とする。

a ◎ＣＰに基づき，必要な授業科目を開設し
ていること。
　【６００字～８００字程度】
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第４章　教育内容・方法・成果   ２. 教育課程・教育内容

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

順次性のある授業科目の体系的配置（履修体系図やコース系統図の明示，科目相関図，４年間の履修モデル，適切な科目区分など）
教職課程では，教育実
習・介護等体験に至る
までに前提科目を設け
るなど体系的な教育課
程の実施状況を検証
し，特に今後は本学卒
の教員等で組織される
「明大教育会」と連携
し，実習科目の発展を
図る。博物館実習では
履修前年度に個別面談
を行い，さらに事前指
導を行っているが，効
果的な実習となるよう
2012年度の新カリキュ
ラムに対応して各実習
先と調整を行う。
＜司書課程＞
特色ある授業科目とし
て位置づけられる「図
書館総合演習」「現代
図書館事情論」の授業
内容を，一層充実させ
る。

4(2)-29-1 模擬授業室
利用件数 月別（2014
年度）

c ●教育課程の編成実施方針に基づいた
教育課程や教育内容の適切性を明確に
示しているか。（学生の順次的・体系的な
履修への配慮）
　　　　　【約４００字】

資格課程は，「資格課程委員会」において運営されており，「教職
課程」「学芸員養成課程」「社会教育主事課程」「司書課程」「司
書教諭課程」の５つの課程で構成されている。各課程とも法令の規
定に基づき教育課程が構成されている。教育実習，博物館実習，社
会教育実習等の実習科目は，基礎科目の履修を前提とし体系性を確
保している。「司書課程」と「司書教諭課程」では，必修科目のう
ち講義科目について「メディア授業(インターネットを活用した授
業)」により単位取得履修できる。
教育内容について，教職課程では，2013年度から教職実践演習を開
講したことで「模擬授業室」を活用した学生のグループ学習が活発
になっている【4(2)-29-1】。
＜社会教育主事課程＞
本課程では、課程の履修開始年次の引き下げ、実習科目の履修開始
年次の引き下げを行った。また法定課目の「社会教育実習」を他大
学に比べ長い日数実施し（12日間）、さらに社会教育課題研究のう
ち生田開講分を「登戸探求プロジェクト」として、大学生が小学生
とともに1年間プロジェクトを探求する授業としている。この結
果、段階的・階段型のカリキュラムではなく、学生の実践経験を軸
とした、実践と省察を往還するカリキュラムとなっている。
＜司書課程＞＜司書教諭課程＞
司書課程・司書教諭課程では，2013年度より，メディア授業の開設
時間を特定の曜日・時限に配置する方法を取りやめて集中講義形式
とし，最終試験も６・７時限に集中させることで学生の履修環境を
改善している。さらに、対面授業では、必修科目で学習した内容
を、より深く学べるように選択必修科目として、たとえば，司書課
程では「現代図書館事情論」「図書館総合演習」などを開講し、体
系的なカリキュラムを構築している。

資格課程について，教
育実習，博物館実習，
社会教育実習等の実習
科目は，履修前提科目
を指定し，教育課程の
体系性を確保してい
る。司書課程と司書教
諭課程では，必修科目
のうち講義科目につい
ては「メディア授業
(インターネットを活
用した授業)」により
単位取得できる。教育
内容について，教職課
程では法令に基づく諸
科目を４つの領域に体
系化している。2013年
度から教職実践演習を
開講したことで「模擬
授業室」を活用した学
生のグループ学習が活
発になっている
【4(2)-29-1】。司書
課程・司書教諭課程で
は，環境を改善した結
果，メディア授業の履
修者が増加した。メ
ディア授業の開講科目
のうち，司書課程で開
講する5科目の履修者
合計が制度変更前の
2012年度は161名で
あったが、2014年度は
473名へ増加している
ことから多くの学生に
活用されている。
学芸員養成課程では、
本学の博物館学芸員の
協力も得て「博物館実
習」を重視している。
特に大学の協定自治体
の一つである長野県長
和町の「町立黒耀石体
験ミュージアム」での
実習では，町教育委員
会との共同事業として
長和町の歴史文化遺産
の整理・活用事業を
行っており，大学の社
会貢献としても特筆さ
れる。この実習に加え
大学博物館（考古，商
品，刑事部門）での実
習の他，学生の専攻に
沿った学外施設での実
習を行っている。実習
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第４章　教育内容・方法・成果   ２. 教育課程・教育内容

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

 
 

　　　　　

生の基礎専門に配慮し
た実習となることで、
高い効果を生んでい
る。社会教育主事課程
＞
「学習を支援する力
量」は経験を通じて養
成される。従来の社会
教育職員養成では、現
代社会の課題を、学習
者が学ぶべき学習課題
として学生に段階的に
「教え」、その仕上げ
として「実習」に送り
出していた。これに対
し、実践と省察の往還
をめざすカリキュラム
では、学生の実習経験
を講義の中で意味づけ
る、確かめる学習とな
る。このように、学生
自身が省察的実践
（ショーン）を経験す
ることで、教え―学ぶ
関係ではない学習のあ
り方を学ぶことができ
る。
＜司書課程＞
＜司書教諭課程＞
メディア授業の履修環
境を改善した結果，メ
ディア授業の履修者が
増加した。メディア授
業の開講科目のうち，
司書課程で開講する5
科目の履修者合計が制
度変更前の2012年度は
161名であったが、
2014年度は473名へ増
加していることから多
くの学生に活用されて
いる。
＜司書課程＞
特色ある授業科目の一
つとして，「図書館総
合演習」を開講し，ゼ
ミナール形式により，
必須科目で学習した内
容をさらに深化・発展
させた授業を展開でき
た。
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第４章　教育内容・方法・成果   ２. 教育課程・教育内容

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

教育課程の適切性の検証プロセスの明確化とその有効性
d ●教育課程の適切性を検証するにあたり，

責任主体・組織，権限，手続を明確にしてい
るか。また，その検証プロセスを適切に機能
させ，改善につなげているか

「資格課程科目」の検証プロセスについては、「資格課程委員会」
が責任主体である。

司書課程・司書教諭課
程では，メディア授業
における学習支援体制
をより一層整備し，受
講生における個別学習
に見られる勉学意欲の
持続・発展を図るため
の支援を強化する。
2013年度より，メディ
ア授業の時間割を集中
講義扱いとし，特定の
曜日・時限に配置する
方法を取りやめた。こ
れに伴い，オリエン
テーションは開講期間
の第１週に全科目集中
型で実施し，最終試験
も試験期間内の６・７
時限に集中させて実施
し、受講システムの改
善を図った。

（２）教育課程の編成・実施方針に基づき各課程に相応しい教育を提供しているか
教育目標や教育課程の編成・実施方針に沿った教育内容（何を教えているのか）

＜社会教育主事課程＞
複数の大学の連携により
「東京ラウンドテーブ
ル」が本学を会場として
実施されるようになり、
3年目を迎える。社会教
育関係職員を中心に実践
報告が行われ、学生のポ
スターセッションや学生
間交流の時間も設定され
るようになり、本学学生
にとってさらに実践の
「外部」との交流が生ま
れるようになった。科研
費等を活用して、学生が
福井ラウンドテーブル、
東京ラウンドテーブルに
参加できるようにしてい
く。
＜学芸員養成課程＞
長和町に限らず、地域と
連携した博物館実習の拡
大を模索する。
＜司書課程＞
図書館実習については，
履修者の量的な拡大もさ
ることながら，実習によ
り習得できた知識や技術
をもとに，司書や図書館
情報学への深い理解に結
び付くよう質的向上にも
つなげていく。

a ◎何を教えているのか。どのように教育目標の
実現を図っているのか。
　　　　　　　　【4００字程度】

「資格課程科目」の教育内容は，各課程において免許・資格に関わる
根拠法令に基づいて授業科目を開設している。教職課程では法令に基
づく諸科目を本学として４つの領域に体系化している。2013年度から
教職への意識向上を図る「教職実践演習」を開講したことで，「模擬
授業室」を活用した学生相互のグループ学習が活発に行われている
（資料4(2)-29-3）。
＜社会教育主事課程＞
実践と省察を往還するカリキュラムにおいては、「教え」―「教えら
れる」関係から、学生が自らの実習経験をとらえなおすことを通して
学び、教員は学生の省察がより深まるように知見を示していく役割と
なる。さらに、本学では「社会教育実習」と「登戸探求プロジェク
ト」の学生が、授業で経験した実践を語り合う「明大ラウンドテーブ
ル」を実施し、現場の社会教育関係職員にも参加を求めている。実践
に関心を持つ聴き手を得て、経験をじっくりと語ることを通じて、断
片的なノウハウではなく、人々のくらしの文脈に即した学習とその支
援の意味を学ぶことができる。
＜学芸員養成課程＞
　「学芸員養成課程実習室」を大学博物館フロアに設置し，大学博物
館学芸員の協力も得て大学博物館各部門（考古・刑事・商品）と大学
の地域連携協定先の一つである長野県長和町の「町立黒耀石体験
ミュージアム」で「博物館実習」を実施している（2014年度は実習生
103名）。長和町での実習は歴史文化遺産の活用を長和町教育委員会と
共同して進めているもので，実習参加学生には博物館と地域の関係を
実践的に学修する機会となる一方，大学の社会貢献事業としても評価
されている。さらに学生の専攻にあった実習を行うため，例年全受講
生の20％前後が学外の博物館で実習を行っている（2014年度は5名）。
＜司書課程＞
選択必修科目として「図書館実習」を設置し，図書館の現場を知り，
実務を経験する学習機会を提供している。さらに、他大学においては
選択科目として開講している図書館史に関する科目を必修科目「図書
館文化論」として開講し，図書館や情報メディアに関する歴史的理解
を図っている。
＜司書教諭課程＞
「情報メディアの活用」において、図書館演習の要素を組み入れ，電
子メディアと印刷メディアを活用した技能の育成を図っている。

＜司書課程＞
2012年度入学者から図書
館実習の履修開始年を４
年から３年に引き下げた
ことにより，履修者数が
９名（2013年度３名）に
増加した。
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第４章　教育内容・方法・成果   ２. 教育課程・教育内容

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

特色ある教育プログラムの内容とその効果（当該学部等固有のプログラムやＧＰ採択事業など）
b ●特色，長所となるものを簡潔に記述してく

ださい。
　　　【２００字～４００字程度】

＜社会教育主事課程＞
　科研費「コミュニティ学習支援コーディネータの養成・研修カリ
キュラムの策定」（平川景子ほか、2014-2016）は、本学養成課程
のカリキュラム検討を含む。コーディネーターの力量形成を生涯に
わたる展望でとらえ、学部の養成段階と現職者の研修をラウンド
テーブル等により重層的に実施していくものである。
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第４章　教育内容・方法・成果   ３.教育方法

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育方法及び学習方法は適切か
教育目標や教育課程の編成・実施方針と授業形態（講義科目、演習科目、実験実習科目、校外学習科目等）との整合性
a ◎当該付属機関の教育目標を達成す

るために必要となる授業の形態を明ら
かにしていること
　　　　　　　【約８００字】

履修学生に対し，きめ細かな指導を行うことのできる教育方法を採
用する。
＜教職課程＞
多くの授業でグループディスカッションやプレゼンテーションを取
り入れ，学生の積極的な学習を促している。
＜学芸員養成課程＞
　博物館の現場を重視した授業を展開している。これに沿って、学
生の基礎専門に配慮した学芸員養成を進めるよう博物館資料論及び
博物館実習を工夫している。博物館実習では、学生の基礎専門に対
応じた実習科目となるようカリキュラムを工夫し，大学博物館また
は学外での「博物館実務実習」と組み合わせた教育を行っている。
＜社会教育主事課程＞
講義以外の社会教育実習・社会教育演習（登戸探求プロジェクト）
については「課程案内」に、省察的実践を軸とする授業の形態と進
行を明示している。
＜司書課程＞＜司書教諭課程＞
対面授業に加え，ｅラーニングを取り入れており，教育内容に応じ
て多様な学習方法を学生が選択できるようにしている。

b ●教育課程の編成・実施方針に基づ
き，各授業科目において適切な教育方
法を取っているか。
　　　　　　　　【約４００字】

＜社会教育主事課程＞
社会教育実習・社会教育演習での学生の経験が、講義科目の中で深
められていくことをめざしている。

学生の主体的参加を促す授業方法（学習支援､ＴＡの採用、授業方法の工夫等）
＜司書課程＞＜司書教諭
課程＞
メディア授業における学
習支援体制をより一層整
備し，受講生における個
別学習に見られる勉学意
欲の維持・発展を図るた
めの支援を強化する。
　2013年度より，メディ
ア授業の時間割を集中講
義扱いとし，特定の曜
日・時限に配置する方法
を取りやめる。これに伴
い，オリエンテーション
は開講期間の第１週に全
科目集中型で実施し，最
終試験も試験期間内の
６・７時限に集中させて
実施し、受講システム改
善を図った。

　コマ数の適正化と教員
の増員。生田分室を拡張
し，学生の共同学習の機
能を強化する。

　生田キャンパス・中野
キャンパスにおいて模擬
授業室を設置する。

e ●学生の主体的な学びを促す教育（授業
及び授業時間外の学習）を行っているか。
　　　　　【なし～８００字】

教職課程においては，演習科目は履修登録人数の上限を設定し，多く
の授業でグループ・ディスカッション，プレゼンテーションを取り入
れ，学生の積極的な学習を促している。駿河台キャンパスでは，教育
実習前後の模擬授業で「模擬授業室」を活用している。模擬授業室は
時期によって空きがなくなるほど活用されている。しかし，生田キャ
ンパス・中野キャンパスに模擬授業室がなく，学生がグループ活動を
行うスペースが不足している。学芸員養成課程では，「実習室」には
嘱託職員及びTAを置き、実習時以外でも課題調査などに活用できるよ
うにしている。社会教育主事課程では，関連図書のレポートや通信作
成などのグループ活動に取り組む授業も展開している。学習支援者と
して主体的な学びを支援するためには，自らの経験として主体的な学
習が必要であり，「アクティブ・ラーニング」として1年間のプロジェ
クトを学生自身が企画運営する授業として「登戸探求プロジェクト」
を行っている。学芸員養成課程では，博物館の現場を重視した授業を
展開し，「実習室」で学生個々の専門に応じた実習科目の他，学外で
の「博物館実習」による教育を行っている。司書課程・司書教諭課程
では，対面講義に加えて，メディア授業（ｅラーニング）を導入し，
受講機会を拡大している。メディア授業では，チューターやラーニン
グコンシェルジュという学習支援スタッフを置き，受講生からの質問
等に即時に回答するなど，eラーニングにおける個別学習のもつ問題点
が克服されている。（基準４（２）参照）。演習科目は，履修上限を
25名に設定し，小テストやレポート，授業での討議参加など，主体的
な授業への取り組みを促す方法を導入している。その結果，受講生は
実践的なスキルの修得が可能となり，所属学科や専攻で課されるレ
ポートや卒業論文作成時に求められる情報リテラシーの習得へと結び
付いている。2013年度より，メディア授業の時間割を集中講義扱いと
し，特定の曜日・時限に配置する方法を取りやめた。これに伴い，オ
リエンテーションは開講期間の第１週に全科目集中型で実施し，最終
試験も試験期間内の６・７時限に集中させて実施し，受講システムの
改善を図った。

＜教職課程＞
模擬授業室は時期によっ
て空きがなくなるほど活
用され，学生による模擬
授業実施が活発化してい
る。
＜司書課程＞
チューターやラーニング
コンシェルジュの導入に
よって、eラーニングに
おける個別学習のもつ問
題点が克服された。具体
的には、司書課程主要3
科目（図書館情報学概
論，図書館サービス論，
図書館文化論）では、S
評価取得率（対面授業：
11.5%／メディア授業：
21.6%）において対面授
業履修生に比べ、メディ
ア授業の方が優れた成果
を挙げた。
＜学芸員養成課程＞
「実習室」は各種の調査
や課題の作成などに日常
的に使われている。
＜社会教育主事課程＞
「登戸探求プロジェク
ト」では、全学年の学生
と、外部講師の参加によ
り、子どもたちとの探求
の「ふり返り」が毎回行
われている。このなか

＜教職課程＞
講義科目において，受講
生数が150名を超える大
規模授業が存在してい
る。生田キャンパス・中
野キャンパスに模擬授業
室がなく，学生がグルー
プ活動を行うスペースが
不足している。
＜学芸員養成課程＞
博物館実習をより高度な
ものとするためには、実
習室の拡張と関係設備の
増強を図る必要がある。
＜司書課程＞＜司書教諭
課程＞
大部なツール類の使用が
必要となる情報資源組織
化に関わる演習科目につ
いては，授業時に保管し
ている部屋からツール類
の運搬が必要となり，授
業運営上の負担が大きく
なっている。ツール類が
常備された演習教室の設
置が喫緊の課題となって
いる。

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述
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現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

（２）シラバスに基づいて授業が展開されているか
b ●シラバスと授業方法・内容は整合して

いるか（整合性，シラバスの到達目標の
達成度の調査，学習実態の把握）。
　　　　　　　　【約４００字】

＜教職課程＞
シラバスにのっとりつつも，参加学生の興味・意欲の状態やその
時々に社会的関心を集めている教育関係の話題などに十分に配慮
し，柔軟な授業展開を行っている。
＜学芸員養成課程＞
シラバスを基準に，学生の関心に配慮しながら，授業を実施してい
る。
＜社会教育主事課程＞
シラバスは適切に記載され，必要な整合性をもって提供されてい
る。
＜司書課程＞＜司書教諭課程＞
シラバスの作成にあたっては，各回の授業内容を詳細に記述し，関
連文献の明示など，受講生の主体的な学習に資する情報提供も行
なっている。また，授業の初回では，シラバスの全体を説明し，授
業がシラバスに従って展開されることを説明している。

（３）成績評価と単位認定は適切に行われているか
a ◎授業科目の内容、形態等を考慮し、

単位制度の趣旨に沿って単位を設定し
ていること。（成績基準の明示，授業外
に必要な学習内容の明示，ミニマム基
準の設定等，（研究科）修士・博士学位
請求論文の審査体制）
　　　　　　　　　【約４００字】

＜社会教育主事課程＞
実践と省察を往還するカリキュラムの実習系科目において、学生の
実習経験の省察である「社会教育実習報告」（資料4（3）29-1）と
登戸探求プロジェクト「活動の記録」（資料4（3）29-2）が評価の
対象になる。本課程では、これらの学生の省察を年度ごとに公開し
ている。

（４）教育成果について定期的な検証を行い，その結果を教育課程や教育内容・方法の改善（授業に関わるＦＤ活動）に結びつけているか
a ◎教育内容・方法等の改善を図ること

を目的とした、組織的な研修・研究の機
会を設けていること。
　　　　　　　　　【約８００字】

「資格課程科目」については，教育成果の検証について「明治大学
教職課程年報」等に授業内容を含め教職課程の教育活動をまとめて
いる【4(3)-29-1～4】。また，年度当初の教員懇談会で，専任・兼
任の教員が授業運営上あるいは学生対応上の課題について話し合っ
ている。司書課程と司書教諭課程では，専任教員は「課程室会議」
において，兼任講師は毎年４月に開催される懇談会において授業内
容の検証と改善を依頼している。社会教育主事課程においては，社
養協（社会教育主事養成課程を持つ大学の連絡会）と，日本社会教
育学会の職員養成研究によって，大学間で相互に教育内容・方法の
改善に向けた研究を行っており，本学教員はこれに参加している。

4(3)-29-1『教職課程
年報」№37
4(3)-29-2『社会教育
主事課程年報」№24
4(3)-29-3『学芸員養
成課程年報」№30
4(3)-29-4『司書課
程・司書教諭課程年
報」№15

b ●授業アンケートを活用して教育課程
や教育内容・方法を改善しているか。
　　　　　　　　【約４００字】

＜社会教育主事課程＞
ラウンドテーブルを経て作成される社会教育実習の「実習報告」
と、登戸探求プロジェクトの「活動の記録」では、教員の発言と学
生の認識のかかわりが記録されている。年間を通じた学生の認識の
文脈において、教育内容・方法が吟味される。

　

　 　

　　　　　

で、子ども観や子どもの
認識の展開のとらえ方な
ど、学生の認識の深まり
が示されている。さら
に、多摩市民館や川崎市
社会教育委員の会議で
も、関心をもたれるよう
になった。また、カリ
キュラムと教育活動が広
く学習支援者としての力
量形成に資するものと
なっているかを検証する
ために、2014年度から福
井大学履修証明プログラ
ムに参加している。
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第４章　教育内容・方法・成果   ４. 成　果

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育目標に沿った成果が上がっているか
a ●課程修了時における学生の学習成

果を測定するための評価指標を開発
し，適切に成果を測るよう努めている
か。
　　　　　　　　【なし～４００字程度】

本章第1項「教育目標，学位授与方針，教育課程の編成方針」に示
したように，本学の理念・目的を達成するために，本課程では人材
養成目的(教育目標)を定め，この実現のために，各課程において教
育方針，教育課程の編成・実施方針を『課程案内』等において明示
している。学習成果の測定基準は，根拠法令に基づき，養成すべき
専門職像を定め，この専門職像に向けた具体的到達目標を明示し，
一定の基準としている。
特に，専門職としての人材育成の観点から，教育・学習の成果の記
録メディアでもある各課程の年報に掲載可能なレベルの学習成果
を，受講生があげられるように，教育内容の充実に努める。また，
当課程の受講生が教職をはじめとする専門職採用試験に合格できる
だけの教育レベルを保証する。
＜社会教育主事課程＞
社会教育主事は、成人の学習過程に向き合う仕事であり、大学新卒
時に完成された「学習成果」や「能力」を保証すること（＝完成教
育）それ自体がなじまない。本課程では、学習支援者の力量は生涯
にわたって形成されると考え、既卒者に対しても「明大ラウンド
テーブル」や「東京ラウンドテーブル」に参加を呼びかけている。
また、学習支援は断片化した知識・技術を測定することで力量を判
定することができないのであり、実践（学生の実習経験等）を記録
し公開することで評価の適正に努めている。

b ●学位授与にあたって重要な科目（基
礎的・専門的知識を総合的に活かして
学習の最終成果とする科目，卒業論文
や演習科目など）の実施状況。
●学位授与率，修業年限内卒業率の
状況。
●卒業生の進路実績と教育目標（人材
像）の整合性があるか。
●学習成果の「見える化」（アンケート，
ポートフォリオ等）に留意しているか。
　　　　　　　　　　　　　【約８００字】

＜卒業生の進路状況の把握＞
資格課程は教職等への進路支援を行っている。2014年度の小学校，
中学校，高等学校，特別支援学校，専修学校への教員就任者は101
名であった。このうち専任採用者は38名であり，2013年度より5名
増であった。司書課程履修学生からは，司書職採用試験合格者（正
規雇用）を３名輩出することができたほか，非正規雇用１名，４名
の司書教諭資格を有する教員を輩出することができた。

＜司書課程＞
採用数が非常に少ない
司書職採用試験に毎年
合格者を輩出できてい
る状況は，司書課程に
おける教育効果が表れ
ていると言える。

＜司書課程＞
毎年，定期的に公共図
書館のみならず大学図
書館員も輩出できるよ
う，「勉強会」などの
充実を図っていく。

（２）学位授与（卒業・修了判定）は適切に行われているか
a ◎卒業・修了の要件を明確にし，履修

要項等によってあらかじめ学生に明示
していること。
◎学位授与にあたり論文の審査を行う
場合にあっては，学位に求める水準を
満たす論文であるか否かを審査する基
準（学位論文審査基準）を，あらかじめ
学生に明示すること。
　　　　　　　　　　　　【約２００字】

　各課程の準拠法に従って適切に行われている。
教職課程：教育職員免許法　教育職員免許法施行規則
社会教育主事課程：社会教育法
学芸員養成課程：博物館法　博物館法施行規則
司書課程：図書館法　図書館法施行規則
司書教諭課程：学校図書館法　学校図書館司書教諭講習規程

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の
    達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目



 2014年度資格課程委員会　自己点検・評価報告書

第５章　学生の受け入れ　

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生の受け入れ方針を明示しているか
求める学生像の明示及び当該課程に入学するに当たり修得しておくべき知識等の内容・水準の明示及び社会への公表

（２）学生の受け入れ方針に基づき，適切に学生募集及び入学者選抜を行っているか
a ●学生の受け入れ方針と学生募集、入

学者選抜の実施方法は整合性が取れ
ているか。（公正かつ適切に学生募集
及び入学者選抜を行っているか，必要
な規定，組織，責任体制等の整備して
いるか）【約４００字】

科目等履修生については，書類審査，面接を実施し，公正かつ適切
に履修者の選抜を行っている。

＜教職課程＞
最近の文部科学省の施策
の動向を見極め，また，
学校現場で必要とされる
教師としての資質を把握
し，教職課程として養成
する教員像について再検
討し，科目等履修生募集
要項に反映させる。ま
た，障がいのある学生の
受け入れについては，各
学部での受け入れ方針を
参考にしながら教職課程
のガイドラインを作成す
る。
＜学芸員養成課程＞
現状では受講が難しい社
会人を受け入れるために
時間割を工夫し，科目等
履修生にもより多くの受
講機会を提供するように
努める。
＜司書課程＞
＜司書教諭課程＞
現在，開設しているメ
ディア授業の存在を科目
等履修生にも周知すると
ともに，社会人等が受講
しやすい環境の整備を進
める。

＜教職課程＞
　教職課程として次の世
代を担う教員に求められ
る資質について検討する
とともに，教師教育の高
度化をめぐる議論の動向
を注視し，制度化された
場合の受け入れ方針を作
成するための情報収集を
行う。
＜学芸員養成課程＞
新カリキュラム運用にあ
たって，専門性に配慮し
た兼任講師の採用を行っ
たが，博物館現場経験の
豊かな兼任教員の増員を
考えるべきである。また
受講生の動向によって
は，専任教員の増員を考
える必要がある。
＜司書課程＞
＜司書教諭課程＞
司書・司書教諭に求めら
れる知識・スキルについ
て検討し，より高度な専
門知識・スキルの獲得を
希望する現職者の再教育
にも資する教育体制につ
いて，大学院文学研究科
臨床人間学専攻社会学専
修臨床教育学コースの図
書館情報学分野において
養成することも視野に入
れながら検討する。

5-29-1 2014年度科目等
履修生募集要項
5-29-2 資格課ホーム
ページ
（http://www.meiji.ac.
jp/shikaku/index.html
）

a ◎理念・目的、教育目標を踏まえ、求める
学生像や、修得しておくべき知識等の内
容・水準等を明らかにした学生の受け入
れ方針を定めていること。
◎公的な刊行物、ホームページ等によっ
て、学生の受け入れ方針を、受験生を含
む社会一般に公表していること。【約４００
字】

本学に開設されている5つの課程(教職課程・学芸員養成課程・社会教
育主事課程・司書課程・司書教諭課程)の修了に必要な単位を在学中に
修得できなかった者や，卒業後に新たに資格取得を希望する者を科目
等履修生として受け入れ，資格取得の道を提供する。
＜教職課程＞
科目等履修生の受け入れに際しては，本学出身であること，教師とし
て教壇に立つ意思が明確であること，教職適性において著しい問題が
ないことを条件としている。
なお、「科目等履修生募集要項」【5-29-1】において受け入れ方針を
明示している。
＜学芸員養成課程＞
　科目等履修生については学内学外を問わず，広く門戸を開き，受け
入れている。
＜社会教育主事課程＞
　科目等履修生については学内学外を問わず，広く門戸を開き，受け
入れている。
本課程のウェブサイト、『資格課程案内』等により、学内外を問わず
門戸を広げていることを示している。
＜司書課程＞＜司書教諭課程＞
当課程が求める学生像については，『資格課程案内』等の冊子や資格
課程ホームページ等で明示している【5-29-2】。また，当課程の受講
にあたり習得しておくべき知識，あるいは教育系専門職として望まし
い資質等について，『資格課程案内』などを通して説明をしている。
大学を卒業していることを科目等履修生の出願条件とし，受け入れに
際しては本学出身者に限定していない。

＜教職課程＞
履修者を本学出身者に限
定することにより，適切
かつ丁寧な履修指導を行
うことができている。ま
た，面接試験において教
師として教壇に立つ意思
及び教員適性における著
しい問題の有無を確認す
ることにより，その後の
学習を効果的に行うこと
ができる。本学において
一貫した教員養成教育を
受けることにより，明治
大学教職課程の理念を備
えた教員を輩出すること
につながっている。
＜社会教育主事課程＞
卒業生のほか，公民館等
に配属された自治体職
員，財団やＮＰＯの職員
など，学習支援職の社会
人を受け入れることによ
り，課題意識の明確な学
生を中心に，活発な意見
交換が行われる。
＜学芸員養成課程＞
履修者に広く門戸を開く
ことにより，博物館リテ
ラシーを備えた人材を多
く育てることにつながっ
ている。履修者の中で
も，意識の高い学生は積
極的に館外での実習を希
望したり，各学会・研究
会に参加するなどして理
解を深めている。
＜司書課程＞
司書課程の科目等履修生
として，公共図書館職員
なども受け入れることに
より，司書課程を受講し
ている学部生と現役図書
館職員との交流の機会を
創出するなど，司書を目
指す学生の動機付けを高
める仕組みを導入してい
る。

＜教職課程＞
国レベルで教師教育の高
度化が図られている現状
を踏まえ、明治大学の教
職課程として養成する教
員像を明示する必要があ
る。また，障がいのある
学生の受け入れ方針・サ
ポート体制についての詳
細を決定し、情報を共有
する必要がある。
＜学芸員養成課程＞
　科目等履修生は一般の
課程履修者以上に学芸員
を目指す意思・意欲とも
に強いが，博物館実習は
施設見学や特別講師への
依頼等の関係で、昼間の
時間帯に開講せざるを得
ず、また実技実習が中心
となるため，有職者の履
修は困難な状況にある。
＜司書課程＞
＜司書教諭課程＞
司書課程，司書教諭課程
を希望する科目等履修生
には社会人が多いと見ら
れるが，通学課程の科目
の受講形態が大きな支障
となり，科目等履修生へ
の応募を躊躇させている
と考えられる。本課程に
は，メディア授業が導入
されていることを周知
し，通学課程の受講が困
難な社会人にはメディア
授業の受講を促すなどの
改善を図っている。

Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

 ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2014年度資格課程委員会　自己点検・評価報告書

第５章　学生の受け入れ　

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

 ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（４）学生募集及び入学者選抜は，学生の受け入れ方針に基づき，公正かつ適切に学生選抜が実施されているか，定期的に検証を行っているか
a ●学生の受入れの適切性を検証する

に当たり、責任主体・組織、権限、手続
きを明確にしているか。また、その検証
プロセスを適切に機能させ、改善につな
げているか。
　　　　　　　　　　　　　　　【４００字】

資格課程では，開放制の方針に則り，受講者の選抜を実施せず，資
格取得を希望するすべての学生には受講を許可している。ただし，
受講開始後，各課程においては厳密に学習成果を評価し，受講継続
の可否を判定している。



 2014年度資格課程委員会　自己点検・評価報告書

第６章　学生支援

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生が学修に専念し，安定した学生生活を送ることができるよう学生支援に関する方針を明確に定めているか
a ●修学支援，進路支援に関する方針

を，理念・目的，入学者の傾向等の特
性を踏まえながら定めているか。また，
その方針を教職員で共有しているか。
　　　　　　　　　　　　【約２００字】

資格課程では，駿河台に教育実習指導室，各課程室（学芸員養成課
程では実習室がこの機能を担っている）を設置するともに，和泉，
生田及び中野キャンパスには資格課程分室等を設置し，受講生の学
習支援，進路支援(採用試験対策)を進めている。
教育実習指導室，各課程室には，ＴＡを複数配置し，受講生の学習
相談に臨んでいる。
進路支援については，教員採用試験講座や司書職採用試験のための
勉強会を設け，学生の専門職への就職支援を展開している。

（２）学生への修学支援は適切に行われているか
ａ ●方針に沿って，修学支援のための仕

組みや組織体制を整備し，適切に運用
しているか。

　　　　　【約４００字～８００字程度】

①留年者及び休・退学者の状況把握と対処の適切性
授業科目の単位取得ができず，免許・資格取得が困難な学生に対し
ては，専任教員による個別相談に応じ，学習継続を支援できる指導
を展開している。
②補習・補充教育に関する支援体制とその実施
教育実習等で授業を欠席する学生に対しては，レポート課題を提示
しレポートの提出を求めており，当該科目の授業内容を学ぶ機会を
提供するなどの支援体制を構築している。
③障がいのある学生に対する修学支援措置の適切性
＜教職課程＞
障がいのある学生に対しては，当該学生の了承のもと，科目担当教
員に障がい特性等について周知するとともに授業において必要な配
慮を要請している。
＜司書課程＞＜司書教諭課程＞
障がいのある学生に対しては，電子媒体による講義資料の提供，Ｔ
Ａによる受講補助など，修学支援に努めている。メディア授業にお
いては，個人単位の学習となるため，学習意欲の維持が難しい場面
が生じるが，チューターやラーニングコンシェルジュという学習支
援スタッフを配置し，学習が遅滞している受講生には声掛け等を行
い，学習継続を支援している。

＜司書課程＞
2011年度から司書課程を
履修していた視覚に障が
いのある学生が、修学支
援に努めた結果、2014年
度に無事、資格を取得す
ることができた。
＜司書課程＞
＜司書教諭課程＞
学習支援スタッフが対応
に質問や問い合わせへ対
応し，学習期限内の学習
完了の声掛けを行なった
結果，メディア授業の受
講者が増加した（主要５
科目：2012年度 161名→
2014年度 473名）。

（３）学生の生活支援は適切に行われているか
ａ ●方針に沿って，修学支援のための仕

組みや組織体制を整備し，適切に運用
しているか。
①　心身の健康保持・増進及び安全・
衛生への配慮
②　ハラスメント防止のための措置
　　　　　【約４００字～８００字程度】

①心身の健康保持・増進及び安全・衛生への配慮
②ハラスメント防止のための措置
＜教職課程＞
介護等体験の事前指導においてハラスメントについての注意を喚起
している。また，教育実習生全員が携行する『明治大学教育実習
録』【6-29-1】に「体罰とセクハラ問題」という項目を設けて加害
者・被害者とならないよう注意を促している。教育実習の事前指導
において，各種ハラスメントから自分を守るための方法について扱
う教員もいる。
＜社会教育主事課程＞
授業の教育内容としてハラスメント防止教育を実施している。

6-29-1『明治大学教育
実習録』22-23頁

Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

 ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2014年度資格課程委員会　自己点検・評価報告書

第６章　学生支援

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

 ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（４）学生の進路支援は適切に行われているか
＜教職課程＞
(1)　教育委員会への直
接照会による過年度卒業
生を含めた教員就職者数
を正確に把握する試みを
継続する。これらの情報
を整理し，卒業生の進路
状況調査票の情報との統
合をはかる。また，各都
道府県別の教員採用数を
公表し，本学の卒業生が
全国各地で教員に採用さ
れ活躍していることを周
知することで，さらに，
採用者数を増やすことに
つなげる。
(2)　教員採用説明会と
他の教職関係のガイダン
スを統合することで，よ
り効果的な支援を目指
す。
＜社会教育主事課程＞
「明大ラウンドテーブ
ル」「東京ラウンドテー
ブル」による、他大学の
学生や現職者との交流の
促進。
＜学芸員養成課程＞
「明治大学博物館学研究
会」の活動を活性化し，
卒業生との交流をより密
にしていく中で，採用支
援策の拡充も考えたい。
＜司書課程＞
＜司書教諭課程＞
2009年に設置した明治大
学図書館情報学研究会の
設立趣旨は明大ＯＢ・Ｏ
Ｇとの交流促進を掲げて
いるが，当研究会のホー
ムページに開設した
Facebookの内容を充実強
化するなどし，ＳＮＳ機
能を活用しながら，明大
出身の司書の把握に務め
る。

＜教職課程＞
(1)　「明治大学教育
会」，「教員採用試験準
備講座」，「明治大学教
育職員免許状更新講習」
との間で，情報共有，人
的交流，連携を進め，学
生の進路選択・キャリア
支援に関わる指導の充実
をはかる。
＜社会教育主事課程＞
学生のキャンパス間移動
に対して補助できるよう
な工夫を行う。
＜学芸員養成課程＞
「明治大学博物館学研究
会」の活動を活性化し，
卒業生との交流をより密
にしていく中で，採用支
援策の拡充も考えたい。
＜司書課程＞
＜司書教諭課程＞
明治大学図書館情報学研
究会主催の例会，シンポ
ジウム等の活動を研究会
ホームページや、Ｆ
acebookから発信し，明
大出身の図書館関係者と
受講生との交流の機会を
創出する。また，司書職
採用試験対策のための勉
強会の内容を充実させる
とともに，その広報活動
もホームページの活用，
授業時の案内文書の配布
等により強化する。

ａ ◎学生の進路選択に関わるガイダンスを
実施するほか，キャリアセンター等の設
置，キャリア形成支援教育の実施等，組織
的・体系的な指導・助言に必要な体制を整
備していること。
　　　　　　【約４００字～８００字】

＜教職課程＞
(1)　教員と職員の担当者をそれぞれ決め，求人情報を含む具体的な教
員採用等の情報の交換と共有，学生への提供，教育委員会との対応等
を行っている。また，求人情報を各キャンパスの教育実習指導室及び
資格課程分室に掲示し，学生への情報提供に努めている。教員のオ
フィスアワー及び各キャンパスの教育実習指導室及び資格課程分室に
配置されているＴＡが学生の進路に関する相談に対応している。急な
求人に関しては，資格課程委員会委員への情報提供も行っている。
(2)　教員採用選考試験について，教育委員会担当者を駿河台と生田に
招いて，説明会を実施している (2014年度：川崎市，横浜市，相模原
市，神奈川県，埼玉県，千葉県，東京都)。
(3)　教員採用選考に関する大学推薦の情報を学生に周知するととも
に，推薦者の学内選考を実施(2014年度：川崎市，横浜市，神奈川県，
埼玉県)。
(4)　「教員採用試験準備講座」では講座内容も教職教養，指導案作
成，論作文，場面指導などを盛り込み，受講生のニーズに応える内容
としている。
(5)　駿河台教育実習指導室及び資格課程生田分室,同和泉分室，中野
資格課程支援室では，学校ボランティアの関連資料を収集・整備し，
学校ボランティアへの参加を促している。
(6)　卒業生に進路状況調査票に記入させるとともに，教育委員会に採
用実績を照会し，本学卒業生の教職関連の進路の把握に努めるととも
に，卒業生に教員求人情報を提供している。
＜社会教育主事課程＞
課程室に職員の公募情報を掲示し，また希望する学生には，本学に事
務局を置く社養協(社会教育職員養成研究連絡協議会)のブログに掲載
される公募情報の活用を促している。学生の社会教育職への就業後
も，大学と連絡が取れるよう教員ができる限り配慮している。
＜学芸員養成課程＞
　実習室に，各都道府県市区町村の募集要項を掲示し，指導を行って
いる。卒業生で博物館や，教育委員会の文化財関係部署に就職した者
には，大学と連絡が取れるように教員が出来るだけ配慮している。
＜司書課程＞＜司書教諭課程＞
月1回，司書職を目指す学生向けに，本学司書課程を修了した現役の司
書を中心に勉強会を組織し，司書職採用試験の指導を展開している。
また，司書課程・司書教諭課程室において，司書職の求人情報，司書
職試験問題を収集し，司書職採用試験に関する情報を学生に提供して
いる。卒業式当日に司書資格取得証明書を手渡す際，進路状況調査票
に記入させ，データを蓄積している。調査票には，今後，司書への就
職希望者に連絡先を記載させている。希望者へは司書の求人情報を随
時，メールで配信している。

＜教職課程＞
(1)　左記（６）のデー
タを講師採用の求人が寄
せられた際に適任者を
ピックアップするためな
どに活用している。
(2)　教員採用選考説明
会には多数の学生が参加
している。また，教員採
用試験準備講座にも多数
の学生が受講し，教員採
用模擬試験を受講してい
る学生も多い。
＜社会教育主事課程＞
ラウンドテーブル等現職
者との交流によって、学
生のキャリアモデルに社
会教育関係職が入ってい
く傾向がみられる。
＜学芸員養成課程＞
2014年度に資格取得した
卒業生では，博物館及び
関連企業に専任として就
職した者はいなかった。
このほか都内の博物館に
は学芸員として非常勤採
用となった過年度卒業生
が数名勤めている。ま
た，いくつかの県及び市
の文化財保護系の職員と
なった者や，過年度卒業
生で博物館へ異動した者
（館長就任を含む）がい
るが，正確な実数把握は
困難である。
＜司書課程＞
司書を目指す学生・卒業
生を対象にした勉強会の
参加者から，司書職採用
試験の合格者を輩出して
いる。また，司書職を目
指している卒業生への司
書に関する就職情報の提
供は，勉強会の取り組み
とともに，学生のキャリ
ア形成支援として機能し
ている。

＜教職課程＞
教職課程における教員養
成段階の教育を長期の教
職キャリアを見通したも
のとする必要がある。ま
た，学校教育が担うべき
諸課題が複雑・多様化し
ていることから，教員に
求められる専門性の高度
化が求められており，学
士課程教育のレベルを想
定した前述の教師として
必要な専門的力量を自覚
的に鍛えるためのカリ
キュラムだけでは，これ
に対応することができな
い。教員採用及びその後
を視野に入れたカリキュ
ラムを再構成していく。
＜社会教育主事課程＞
本学卒業生に限らず、社
会教育関係職として働く
現職者の力量形成の拠点
として、本学の役割を果
たしていくことが求めら
れている。今後、現職者
の研修を実施していくこ
とにより、学生の職業選
択につながっていく方向
性をめざす。
＜学芸員養成課程＞
博物館学芸員の採用状況
の長期にわたる低迷が学
生の意欲をそいでいるこ
とが大きな問題である。
また，志望動機の薄弱な
学生を除外することが原
理的に不可能なため，職
業教育として求められる
専門的な教育訓練の高度
化が図りにくいことが問
題である。
＜司書課程＞
知識基盤社会の高度化に
ともない，図書館専門職
は，より高度な図書館情
報学に関する専門知識を
有していることが求めら
れているため、図書館情
報学に関する教育研究組
織の再構築が今後の重要
な課題である。
＜司書教諭課程＞
学校教員には，知識基盤
社会を生きる力と問題解
決能力を備えた子どもを
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第６章　学生支援

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

 ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

　

　

　

　　　　　　

　

　
 

　

　

　

　

　

　

　

社会に送り出すこという
使命が課されている。そ
のため生きる力と問題解
決能力に必須となる図書
館活用能力を育成できる
教員養成が必要である。
以上のことから学校図書
館学に関する研究教育組
織の再構築が今後の重要
な課題である。
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第７章　教育研究等環境

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

７－１　校地・校舎及び施設・設備

（１）教育研究等環境の整備に関する方針を明確に定めているか
＜教職課程＞
資格課程生田分室を学
習会開催にも十分なス
ペースを持つよう拡張
し，また，新規開校の
中野キャンパスに，教
育実習指導を行いうる
施設的な条件を整える
必要がある。

＜教職課程＞
生田キャンパスに模擬
授業室を設置する。ま
た，理数について中・
高等学校での実験・デ
モ用の機器類を備え，
それらの　マイクロ演
示・開発が可能な場所
を設置する。
中野キャンパスの教育
実習指導室・模擬授業
室の整備を行う。

7-29-1 2014年度模擬
授業室利用件数

a ●　学生の学修，教員の教育研究の環境
整備に関わる方針を，当該大学の理念，
目的を踏まえて，定めているか。

駿河台には，リバティタワー内に教
育実習指導室，各課程室を設置し，
嘱託職員とＴＡを配置している。各
室には，各種の専門資料を備え，受
講生の学習支援を進めている。
＜５課程＞
駿河台キャンパスに課程室を設置
し，受講生の学習の場を提供し，学
習支援を行なうという方針を明確に
し，受講生に伝達している。
各課程における関連施設は根拠資料
にて示す。

＜教職課程＞
駿河台キャンパスは，専用の模擬授
業室を有し，学生の実践的な学習の
場として積極的に活用されている。
【7-29-1】また，学習指導案データ
ベース検索システムが学内外から利
用できるようになっている。これ
ら，専用の模擬授業室及び生田・和
泉・中野分室等でも検索用専用端末
を備えた学習指導案データベース検
索システムは，教育実習を控えた学
生の実践的な学習に資するものと
なっている。
＜社会教育主事課程＞
社会教育主事課程室には，関係図書
及び資料，テレビ，ビデオ，パソコ
ン，印刷機，プロジェクター，スク
リーンなどが配備されて，授業・研
究会・ラウンドテーブルのほか，学
生が調べものをしたり実習報告等の
ための話し合いなどをしたりするの
に利用されている。課程独自の部屋
があることにより，教育研究面での
条件が整備されている。
＜学芸員養成課程＞
大学博物館とは博物館実習を通じて
協力関係にある。また，現在，長野
県長和町の黒耀石研究センターと連
携し夏期の博物館実習に活用してい
る。学芸員養成課程実習室を大学博
物館に隣接して設置したことによ
り，学芸員の協力が得やすくなり，
博物館実習等の教育効果を高めるこ
とができている。
＜司書課程＞
＜司書教諭課程＞
図書館情報学関係の専門資料を所蔵
し，受講生の自主的学習環境を提供
している。また，課程室は，専門資
料を利用した授業を進める場として
も活用されている。

＜５課程＞
中野および生田キャンパスにおける
資格課程専用の分室を設置する必要
がある。
＜教職課程＞
生田・和泉・中野キャンパスには模
擬授業室がなく，学生の実践的な学
習の面で不足がある。
＜社会教育主事課程＞
常時嘱託職員やＴＡが課程室にいる
という状況でないため，本や資料等
の管理という面で問題が出ている。
また，社会教育の学習方法を学ぶた
め，話し合いやグループ活動を多用
しているが，本学の教室の設備は
「一斉教授法」のみを想定して机や
椅子が固定され，多様な学習方法に
柔軟に対応できない。ラウンドテー
ブル等の円滑な実施のために、可動
式の机や椅子が設置された教室（特
に大教室）を増やすよう要請してい
く。
＜学芸員養成課程＞
実習室規模が小さいため，受講生の
増加があれば，設備的に狭小とな
り，実習内容を切り下げなければな
らない事態が来ないとも限らない。
新カリキュラムでは，大学における
実技を中心とした博物館実習の拡充
が求められており，実習室の拡充が
求められる。また，資料のデジタル
化実習（ドキュメンテーション実
習）の実施を計画しているが，実習
室の設備ではまかないきれないた
め，情報関連設備の充実が必要不可
欠である。
＜司書課程＞
＜司書教諭課程＞
大部なツール類の使用が必要となる
情報資源組織化に関わる演習科目に
ついては，授業時に保管している部
屋からツール類を運搬する必要があ
るため，授業運営上の負担が大きく
なっている。ツール類が常備された
演習教室の設置が喫緊の課題であ
る。
　中野キャンパスに在籍する学生の
司書課程，司書教諭課程の履修者増
加に対応するべく，「情報サービス
演習Ａ」「情報メディアの活用」で
使用できる参考図書を，中野図書館
に備えることが喫緊の課題である。

Alt＋Enterで箇条書きに

 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
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第７章　教育研究等環境

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）十分な校地・校舎および施設・設備を整備しているか
a ●　方針に沿って，施設・設備，機器・備品

を整備し，管理体制や衛生・安全を確保す
る体制を備えているか。

＜社会教育主事課程＞2014年度の科
研費により、社会教育主事課程室に
電子黒板を設置した。実践を記録し
説明する力の形成に役立てたい。
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第８章　社会連携・社会貢献

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）社会との連携・協力に関する方針を定めているか
a ●社会連携・社会貢献に関する方針を定

めているか。
●教職員・学生が方針を共有しているか。

＜教職課程＞
　日本の教員養成の充実に資するという方針の下で社会との連携・
協力を図る。
＜学芸員養成課程＞
　教員は，公立博物館などの博物館運営協議会の委員などを務め，
公立博物館の活動を援助している。また，博物館の学会である全日
本博物館学会の事務局となり，学会の発行する『博物館学雑誌』の
編集にもかかわり，日本の博物館学の発展に寄与している。
 ＜社会教育主事課程＞
「社会教育実習」や「登戸探求プロジェクト」，「明大ラウンド
テーブル」や「東京ラウンドテーブル」など，実践と省察を往還す
るカリキュラムにおいては，大学の地域社会とのかかわりが形成さ
れ，大学が実践の交流の場としてのやくわりをはたしている。この
ような大学教育の授業としての活動に加えて，教員は，川崎市をは
じめ自治体の社会教育委員など審議体の委員，社会教育職員の研修
講師などを務め，社会教育職員や住民の自主的活動を援助してい
る。『月刊社会教育』(国土社)という，戦後日本を代表する社会教
育実践誌の編集にもかかわっている。
＜司書課程＞
当課程では，社会貢献の一環として，社会連携事務室と共同で，文
部科学大臣委嘱の「司書講習」（夏期集中，メディア授業）をリバ
ティアカデミーの講座として開講している。毎年，定員100名を大
きく超える応募者がおり，当講習の社会的関心の高さがうかがえ
る。今後とも，当課程の社会貢献活動の柱として，当講習を開講
し，図書館関係の有為な人材養成に資するという方針で臨む。

＜司書課程＞
公共図書館で働く現職
者に司書資格付与の機
会を提供し，図書館専
門職員の養成に貢献で
きた。

＜司書課程＞
本学司書講習修了者の
組織化明治大学図書館
情報学研究会におい
て，積極的に行い，本
学出身者，本学司書講
習修了者のネットワー
クづくりを強化する。

（２）教育研究の成果を適切に社会に還元しているか
＜司書課程＞
メディア授業による司書
講習では，演習科目につ
いても，eラーニング方
式を一部導入することに
より，対面による授業日
数を圧縮し，演習科目の
受講にかかる受講生の負
担軽減を図る。
　本学における図書館支
援に関わる社会貢献（ボ
ランティア等）活動との
有機的な連携をとおし
て、司書あるいは司書教
諭への就職に対する学生
の動機づけを強化する。

＜社会教育主事課程＞
川崎市教育委員会及び多
摩市民館とは長期にわた
り継続した連携・協力関
係を構築していく。
＜学芸員養成課程＞
　長野県小県郡長和町に
おける本課程の活動で
は，博物館の展示の改善
への協力，資料台帳の整
理，資料目録の刊行，地
域住民に向けた講座を行
う予定である。茨城県猿
島郡五霞町では，町史の
編集・刊行を終えたこと
から、引き続いて地域の
小学校・中学校との博物
館教育連携事業を行う予
定である。
＜司書課程＞
メディア授業による司書
講習については，遠隔教
育による司書養成の社会
的期待、ならびに図書館
界からの要望に応えるた
めに，受講生の支援体制
のさらなる整備を図ると
ともに，また授業コンテ

8-29-1『学芸員養成課程
年報』№30
8-29-2『学芸員養成課程
紀要』№26
8-29-3『司書課程・司書
教諭課程年報』№15

a ●方針に沿って，社会連携・社会貢献を推
進しているか。

＜教職課程＞
ア  2009年度からの教員免許状更新制の導入にともない，本学では，
校友及び付属3校の教員を主たる対象として，広く社会一般に向けて適
切な免許状更新の機会を提供するとともに，質の高い教員を養成する
という社会的使命を果たすことを目的として，教員免許状更新講習を
実施している。講習は，全学で組織する免許状更新講習専門部会を設
置し，本学の生涯教育機関・リバティアカデミーで実施することで社
会貢献を図っている。
イ  教職課程に関わる全国・広域的連携(全国私立大学教職課程研究連
絡協議会，関東地区私立大学教職課程研究連絡協議会など)への参加と
役割分担を通じて貢献している。
ウ　明治大学教育会を通して現職教員の力量形成に貢献している。
エ  「全国私立大学ＦＤ連携フォーラム」の実践的ＦＤプログラム・
オンデマンド講義の実施分担。
＜社会教育主事課程＞
　登戸探求プロジェクトでは川崎市多摩市民館との連携により，多摩
区の小学生の地域活動に、大学が教育活動としてかかわることが実現
した。小学校や学年をこえた子どもたちのつながりや、学校と家庭以
外の子どもの活動について、保護者との懇談会において評価・感謝さ
れ、学生の自信につながっている。また多摩市民館運営会議でも、地
域と大学の新たなつながりとして注目された。
＜学芸員養成課程＞
　全日本大学博物館学講座協議会の幹事役員校の委員を努めている。
　毎年『明治大学学芸員養成課程年報』【8-29-1】及び『学芸員養成
課程紀要』【8-29-2】を発行し，大学及び関係機関に送付している。
また，学芸員養成課程実習室では，国内の博物館関係の学術雑誌，専
門誌，図録，パンフレット，ポスターを収集し，博物館学分野の最近
の研究成果の情報を提供している。
　

＜教職課程＞
免許状更新講習への受講
生からの評価は高く，内
容に関しては他大学から
の注目を集めている。
＜学芸員養成課程＞
長野県小県郡長和町での
本課程の活動は，地域に
おいて高く評価され，成
果は冊子となって刊行さ
れている。（『明治大学
と五つの地域の人々の地
域再生物語 : 飯田市・
嬬恋村・新宮市・鳥取
県・長和町』ISBN：
9784863451254）
＜司書課程＞
本学の司書講習は社会人
の司書資格の取得機会と
して高く評価されてお
り，2009年度から実施し
たメディア授業による司
書講習についても，図書
館界から大きな注目を集
めている。

＜社会教育主事課程＞
保護者からは，中学生に
なっても継続して活動で
きるようにしてはどうか
と提案をいただいており
検討中である。
＜司書課程＞
演習科目の日程確保が大
きな課題であり，複数の
日程を選択できるように
演習科目の開講時期の再
検討を進める。

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2014年度資格課程委員会　自己点検・評価報告書

第８章　社会連携・社会貢献

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。
●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

　

　

ンツのより一層の充実に
勤める。

  

  

　
  

　

　
　

　長野県小県郡長和町との連携により本課程の夏期博物館実習で文書
資料を整理し、また展示のリニューアルに協力している。
＜司書課程＞
司書課程では，社会人向けに，司書資格取得機会として，文部科学大
臣から委嘱を受け，「司書講習」を開講している。定員100名に対し
て，毎年定員を超過する応募者があり，明治大学における司書養成に
対する社会からの期待はきわめて高いものがある。メディア授業（e
ラーニング）による司書講習も開講し，遠隔教育による司書養成を展
開している。
また，毎年『明治大学司書課程・司書教諭課程年報』【8-29-3】を発
行し，大学及び関係機関に頒布している。さらに司書課程・司書教諭
課程室では，国内の図書館情報学関係の専門書、学術雑誌等，専門誌
を収集し，図書館情報学分野の最新の研究成果の受信環境を提供して
いる。
図書館情報学の学会は，研究者も少なく，専門学会誌も少ないのが現
状であるが，専任教員は日本図書館情報学会の会員として，学会活動
に参画している。また，それぞれの教員は，日本図書館協会，三田図
書館情報学会，日本図書館文化史研究会等の会員となり，研究教育活
動に寄与している。

  



 2014年度資格課程委員会　自己点検・評価報告書

第９章　管理運営・財務　　１．管理運営

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の理念・目的の実現に向けて，管理運営方針を明確に定めているか。
a ●意思決定プロセスや，権限・責任（教学

と法人の関係性），中長期的な大学運営
のあり方を明確にした管理運営方針を定
めているか。
●方針を教職員が共有しているか。

教職課程，学芸員養成課程，社会教育主事課程，司書課程及び司書
教諭課程の充実・改善を図り，全学的運営を円滑にするため，学長
の下に設置されている資格課程委員会で，「教育・研究年度計画
書」策定と推進についてとする学長方針に沿い，前年度の「自己点
検・評価報告書」を踏まえ資格課程委員会の管理の下，運営方針を
決定し，推進している。

（２）明文化された規程に基づいて管理運営を行っているか
a ◎関連法令に基づく管理運営に関する学

内諸規程の整備とその適切な運用
資格課程委員会の事務は，教務事務部資格課程事務室が行ってい
る。(明治大学資格課程委員会規程第9条)

（３）付属機関等の業務を支援する事務組織が設置され，十分に機能しているか
a ●事務組織の構成と人員配置の適切性

●検証プロセスを適切に機能させ，改善に
つながっているか。

資格課程委員会と教務事務部資格課程事務室の間には，緊密な連携
協力関係が築かれおり，資格課程事務室は，事務長を含め9名の専
任職員で構成されている。
専任職員には，大学職員としての通常の法律知識の他に，資格取得
に必要な関係法令，特に，教育職員免許法，教育職員免許法施行規
則，社会教育法，博物館法，図書館法，学校図書館法に精通してお
く必要がある。2006年12月の教育基本法の改正により，めまぐるし
く変わる関連法規にも充分対応し，五課程の教育研究活動を支援
し，学生の資格取得支援を円滑に行っている。
また，和泉キャンパスは，現在約1000名が資格課程科目を履修して
いる。また生田キャンパスでも約600名の学生が、2013年度に開校
した中野キャンパスは，現在約300名の生が資格課程科目を履修し
ている資格課程事務室は生田分室、和泉分室、中野資格課程支援室
に嘱託職員各1名及びＴＡを配置し，必要に応じ資格課程事務室か
ら専任職員が出向くなど，資格取得を目指す学生へのサービス低下
がないように対応している。

近年の度重なる法改正
によって複雑化，煩雑
化している資格課程の
事務を処理するのが非
常に困難になってきて
いる。特に，教職課程
においては，2006年7
月に中央教育審議会か
ら「今後の教員養成・
免許制度の在り方につ
いて(答申)」が出され
てからは，大学におけ
る組織的指導体制の整
備が半ば義務化されて
いる。今後は，専任職
員による効率的なサ
ポート体制が必要とな
る。また，嘱託職員の
職責に相応しい待遇改
善を引き続き関係部署
と年度計画書などによ
り図る。
【学芸員養成課程】
付属博物館の教室を共
用する方向を見出す。

（４）事務組織の意欲・資質の向上を図るための方策を講じているか
a （有効性，検証システムと改善状況）

●事務職員の資質向上に向けた研修などを行
うことによって，改善につながっているか。

全国私立大学教職課程研究連絡協議会，都内私立大学教職課程事務
担当者懇談会など学外の研修会に積極的に参加し，業務関連知識・
情報等を修得するようにしている。

学外の研修会に参加
し，他大学と情報交換
を行い，また，国の文
教政策の流れを把握す
ることで，俯瞰的視点
で本学の資格課程をと
らえることができるよ
うになっている。

Alt＋Enterで箇条書きに

　 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2014年度資格課程委員会　自己点検・評価報告書

第１０章　内部質保証

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，結果を公表することで社会に対する説明責任を果しているか
a ◎自己点検・評価を定期的に実施し，公表

していること
　                      【約４００字】

資格課程では，各課程室会議が主体となって当該課程の教育研究活
動等を点検・評価し，改善すべき点を明らかにし，改善方策を策定
することとしている。各課程室会議で行われた点検・評価の結果
は，五課程会議で討議し，承認を得た後に，資格課程委員会【10-
29-1】に諮られる。
2013年度資格課程委員会自己点検・評価報告書はホームページで公
表している。

10-29-1 資格課程委員
会議議事録(2014年6月
23日開催）

（２）内部質保証に関するシステムを整備しているか
a ●内部質保証の方針と手続を明確にして

いること。
●内部質保証をつかさどる諸組織（評価
結果を改善）を整備していること
●自己点検・評価の結果が改革・改善に
つながっていること
●学外者の意見を取り入れていること
●　文部科学省や認証評価機関からの指
摘事項に対応していること
　　　　【８００字～１０００字程度】

文部科学省からの指摘事項及び大学基準協会からの勧告等があった
場合は，資格課程委員会，五課程会議，及び各課程の研究室会議で
対応することになっている。

大学基準協会の自己点
検・評価項目を参考に
課程運営，授業運営・
方法等に関する点検・
評価を進めている。
専任教員の自己点検・
評価の考え方や方法等
について情報交換がで
きることにより，課程
全体として自己点検・
評価に関する統一的な
取り組みを展開でき
る。
大学基準協会から大学
認証評価を受審し，
「適合認定」を受け
た。

より質の高い教育内容
と授業運営を保証する
ために，各課程のカリ
キュラム及び授業運営
の特色を踏まえた各課
程独自の点検・評価項
目を策定する。
また，ＦＤとして，自
己点検・自己評価につ
いての基本的な学習の
機会を設ける。

Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

 ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



専任 兼担 兼任 計

教職課程 9※ 11 67 87

社会教育主事課程 2 0 6 8

学芸員養成課程 2 0 6 8

司書課程・司書教諭課程 3 0 16 19

※：特任教授1名含む

【3-29-1】 2014年度五課程の専任教員，兼担教員，兼任教員
数
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